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概 

略

山
中
領
は
、
現
在
の
行
政
区
域
で
い
え
ば
上
野
村
と
中
里
村' 

そ
れ
に
万
場
町 

を
加
え
た
三
ケ
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
山
中
と
い
う
名
が
示
す
よ
う
に
こ
の 

地
域
は
山
が
深
く
、
人
々
は
峠
ご
え
で
信
州
と
武
州
の
二
国
に
交
渉
を
も
っ
て
き 

た
。
そ
の
た
め
山
林
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
に
着
目
し
た
幕
府
は
当
初
よ
り 

直
轄
領
と
支
配
し
た
。
こ
れ
を
反
映
し
て
こ
の
地
域
に
は
山
林
関
係
の
史
料(

御 

林
•

林

守.

御
巣
鷹
山•

山
稼
ぎ
な
ど)

が
数
多
く
残
さ
れ
、
且
つ
食
料
の
被
自 

給
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
白
井
市
場
や
商
品
流
通
関
係
史
料
も
比
較
的
多
い
。
 

山
中
領
は
当
初
上
山
郷•

中
山
郷.

下
山
郷
の
三
地
域
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ 

れ
中
世
的
在
地
土
豪
の
系
譜
を
も
つ
肝
煎
名
主
が
村
政
を
総
括
し
て
い
た
。
初
代 

の
代
官
は
伊
奈
備
前
守
忠
次
で
あ
り(

史
料1

)

彼
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
備
前 

検
地
が
慶
長
三
年(

I

五
九
八)

に
行
な
わ
れ
た(

貫
文
制
と
分
付
記
載.
)

。
そ 

し
て
元
禄
七
年(

I

六
九
四)

と
十
年
の
検
地
に
よ
っ
てI

貫
文=
五
石
の
引
直 

し
が
行
な
わ
れ.

こ
れ
を
契
機
に
し
て
山
中
領
も
石
高
制
に
移
行
し
た
。
こ
の
事 

情
や
農
民
の
負
担
を
示
す
年
貢
関
係
文
書(

割
付
や
皆
済
目
禄
な
ど)

は
、
初
期 

以
来
の
も
の
が
よ
く
保
管
さ
れ
て>

り
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
貫
文
制
か
ら 

石
高
制
へ
の
転
化
の
意
義
や
年
貢
負
担
者
の
性
格
、
さ
ら
に
は
年
次
別
年
貢
量
の 

変
化
と
幕
政
と
の
関
連
な
ど
幕
藩
体
政
確
立
期
の
重
要
な
課
題
が
よ
り
明
確
に
さ 

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
真
綿
代
、
山
中
谷
や
三
波
川
特
有
の
漆, 

年
貢 

臨
時
浮
役
と
し
て
の
絹•

綿•

紙
な
ど
も
み
る
こ
と
が
で
き
、
-^
た
そ
れ 

ら
が
元
禄
期
頃
か
ら
「
売
出
」
と
な
る
こ
と
も
判
り
、
当
地
域
の
産
業
構
造
を
解 

明
す
るI

つ
の
手
が
か
り•
を
提
供
し
て
い
る
。

村
政
概
要
を
記
し
た
村
明
細
帳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵
者
に
保
管
さ
れ
往
時
の 

村
々
の
状
況
を
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
ら
の
材•

々
は
か
っ
て
上. 

中.

下
郷
の
枝
郷
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
の
検
地
を
境
に
し
て
村
を
称
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
村
々
に
名
主
が
任
命
さ
れ
た
。
(
第I

表)

第1表中山領村名一覧 

猶原乙父 

上山郷 _乙母 

勝山新羽 

野栗沢

相原讎 

'中M 魚尾神原 

平原尾付

柏木麻生 

生利万場 

下山郷 森戸塩沢

黒田小平 

解 

(上野村川和
黒沢禧一家文書)

(
1
)

年
次
不
詳
山
中
領
歴
代
代
官
書
上

山
中
領
村
鏡
覚

慶
長
三
戌
年
伊
奈
備
前
守
様
御
繩
入
、
元
禄
七
申
戌
年
迄
年
数
九
十
七
年
也
、 

禄
七
甲
戌
年
三
月
池
田
新
兵
衛
様
、
依
田
五
兵
衛
様
、
下
山
郷
よ
り
中
山
郎
で 

御
検
地
、
同
十
年
池
田
新
兵
衛
様•

下
嶋
甚
右
衛
門
様
上
山
郷
御
検
地
、
同

十

|  

寅
年
御
水
帳
御
極
被
下
候
村
々
相
渡
し
、
但
シ
古
水
帳
者
慶
長
三
戌
年
よ
り
同
十 

九
寅
年
で
伊
奈
備
前
守
様•

同
慶
長
十
五
年
戌
よ
り
寅
ま
で
五̂

年
成
田
権
左 

衛
門
様
、
拾
七
年
元
和
元
卯
年
よ
り
寛
永
十
五
年
寅
ま
で
大
河
内
金
兵
衛
様
廿
四 

年
、
寛
永
十
六
卯
年
よ
り
寛
文
二
寅
年
で
伊
奈
左
門
様
十
八
年
、
天
和
元
酉
よ 

り
同
三
亥
年
で
松
田
又
兵
衛
様•

間
瀬
吉
太
夫
様
三
年
、
貞
享
元
子
年
よ
り
元 

禄
三
午
年
で
佐
原
三
右
衛
門
様
七
年' 

同
五
申
年
よ
り
同
十
四
已
年
ま
で
左
門 

様
、
同
五
申
年
よ
り
同
拾
四
已
年̂

で
池
田
新
兵
衛
様
十
四
年
、
同
十
五
午
年
よ 

り
正
徳
二
年
辰
年
ま
で
野
田
三
左
衛
門
様
拾|

年
、
正
徳
三
已
年
よ
り
享
保
二
酉 

年
で
池
田
喜
八
郎
様
五
ケ
年
、
享
保
二
酉
年
よ
り
子
年
ま
で
久
保
田
佐
次
右
衛 

門
様
四
ケ
年
、
享
保
五
子
よ
り
寅
年
で
朝
比
奈
権
左
衛
門
様
、
同
七
寅
よ
り
午 

年
ま
で
河
原
清
兵
衛
様
五
年
、
同+
 |

午
よ
り
酉
年
ま
で
鈴
木
平
重
郎
様
四
年
、
 

同+

四
酉
よ
り
同
拾
九
寅
で
後
藤
庄
左
衛
門
様
六
年
、
同
拾
九
寅
五
月
石
原
判



 
左
衛
門
様
御
引
渡
し
、
寛
保
二
戌
八
月
よ
り
上
尾
松
之
丞
様
拾
ケ
年
、
宝. 

暦
九
卯
五
月
よ
り
会
田
伊
右
衛
門
様
辰
で
二
年
、
同+

辰
よ
り
布
施
弥
市
郎
様 

皂
ケ
年
横
田
伝
右
衛
門
様
御
支
配
、
宝
暦
拾
皂
已
八
月
よ
り
池
田
喜
八
郎
様
五
年, 

明
和
二
酉
八
月
伊
奈
半
左
衛
門
様
寅
ま
で
六
年
、
明
和
七
寅
よ
り
飯
塚
伊
兵
衛
様 

已

で

四

年

、
安
永
二
已
三
月
よ
り
遠
藤
兵
右
衛
門
様
御
支
配
、
寛

永(

政)

元 

酉

年

で

拾

皂

年

、
同
酉
よ
り
佐
藤
友
五
郎
様
丑
ま
で
五
年
、
寛

永(

政)

五
丑 

年
よ
り
岩
鼻
御
陣
屋
所
持
御
取
立
被
成
、
吉
川
永
左
衛
門
様•

近
藤
和
四
郎
様
、
 

近
藤
和
四
郎
様
者
江
戸
江
御
帰
り
被
成
、
文
政
四
已
年
正
月
ま
で
廿
九
年
な
り
、
 

同
已
正
月
よ
り
川
崎
平
右
衛
門
様
未
ま
で
三
年
、
同
文
政
七
申
よ
り
山
本
大
膳 

様
丑
ま
で
六
年
、
同
十
二
丑
極
月
よ
り
大
原
四
郎
右
衛
門
様
御
支
配
、
天
保
已
正 

月
簑
笠
之
助
様
、
同
七
年
未
六
月
よ
り
大
原
吉
左
衛
門
様
御
支
配

I

高
武
千
三
百
四
拾
石
六
斗
九
升
九
合

此
反
永
九
百
五
拾
六
町
皂
反
四
畝
七
歩

右
高
八
拾
五
石
七
斗
五
合

永
百
拾
七
貫
百
五
拾
七
文

(

上

野

村

川

和

黒

沢

清I

家)

 
上
野
村
の
古
文
書

上
野
村
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
上
山
郷
に
は
前
述
の
年
貢
関
係
史
料
が
豊
富
に 

所
蔵
さ
れ
て
知
り
、
た
山
林
関
係
史
料
と
し
て
汪
目
す
べ
き
も
の
も
数
多
く
み 

ら
れ
る
。
そ

のI

つ
と
し
て
御
巣
鷹
山
の
史
料
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

於
巣 

鷹
山
と
は
、
幕
府
が
狩
獵
用
の
巣
鷹
を
捕
え
る
た
め
に
特
別
に
指
定
し
た
区
域
.© 

森
林
で
あ
り' 

享
保
五
年
に
は
山
中
領
全
域
で
三+

六
ケ
所
も
指
定
さ
れ
て
い
た
。
 

そ
れ
ら
が
い
つ
頃
か
ら
設
置
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
言
い
伝
え
と
し
て
は
家 

康
の
関
東
入
国
の
頃 
「
御
入
国
の
時
分
夕
御
巣
鷹
上
納
仕
候
様
、
拙
者
共 

親
々
汐
語
伝
二
御
座
候
」
(

高
橋
真I

家
文
書)

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
位
置
は
、
い
わ
ゆ
る
「
深
山
幽
谷
」
(

図
参
照)

で
あ
り
、
山
の
管
理
は
主 

と
し
て
浜
平
と
野
栗
沢
の
人
た
ち
が
鷹
見
衆
に
任
命
さ
れ
、
山
守
の
指
揮
の
も
と 

に
彼
ら
が
中
心
と
な
つ
て
行
な
わ
れ
た
。
山
の
管
理
は
幕
府
指
定
と
い
ぅ
名
目
を

背
景
に
し
て
き
わ
め
て
き
び
し
く
、
日
常
の
山
の
利
用
は
い
う
で
も
な
く
枯
木 

や
下
草
の
採
取
、
さ
ら
に
は
焼
畑
を
作
る
こ
と
さ
え
禁
止
さ
れ
た(

史
料⑵
)

。
 

春
の
彼
岸
頃
は
鷹
の
産
卵
期
に
あ
た
り
、
つ
づ
い
て
巣
鷹
の
採
取
期
に
入
る
。
鷹 

は
き
わ
め
て
警
戒
心
が
強
く
人
気
を
ひ
ど
く
嫌
う
の
で
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
林- 

守
は
村
人
に
知
巣
鷹
山
に
近
つ
い 

た
り
、
山
の
近
所
で
薪
を
伐 

っ
た
り
す
る
こ
と 

を
禁
じ
、̂

た
す
ベ
て
の
鉄
砲
を
封
印
し
そ
の
使
用
を
停
止
さ
せ
た(

史
料⑸
)

鷹
が
発
見
さ
れ
た
時
は
、
発
見
者
に
褒
美
が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
が
、
そ
の
真 

否
や
巣
下
し
の
時
期
の
判
定
は
高
度
の
熟•
練
を
要
し
た
。
ま
た
巣
鷹
を
献
上
す
る 

で
の
飼
育
に
も
万
全
を
期
し
た
こ
と
は
い
う
で
も
な
い(

史
料⑷
)

。

白
井
は
国
境
に
位
置
す
る
部
落
で
あ
る
た
め
関
所
が
お
か
れ
、
同
時
に
そ
の
地 

理
的
位
置
に
ょ
っ
て
市
場
で
も
あ
っ
た(

史
料⑸
)

。
と
り
わ
け
市
場
と
し
て
の 

機
能
は
大
き
く
、
そ
れ
は
信
州
の
米(

主
と
し
て
野
沢
で
集
荷
さ
れ
た
佐
久
米) 

が+

石
峠 (

I
日
に+

石
の
米
が
駄
送
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う)

を
こ 

え
て
、
自
給
不
可
能
な
山
中
領
や
武
州
秩
父
郡I

帯
に
移
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う



 

 

 

(二)上野村の古文書 

 １４４ʷ１４８頁は、 

個人情報が含まれるため非公開 



(4)
享
保
七
年
三
月
權
原
村
御
巣
鷹
巣
下
し
仕
法
報
告
書

I
御
巣
鷹
お
ろ
し
之
事

か
い
わ
り
申
候
而+

八
九̂

廿
日
程
二
而
お
ろ
し
可
申
事

一
餌
飼
之
事

鷂
壳
居
ニ 

ー  

日
二
六
ッ
七
ッ
程
ッ
、
す
ゞ
め
か
い
可
申
事

春
度
二
雀
ニ
ッ
程
ッ
、
飼
可
申
候' 

一

日
二
三
度
ッ
、
飼
可
申
候

一
鷂
、
児
鷂
見
分
様
之
事

鷂
ハ
相
た
い
か
さ
大
き
ク
、
は
し
ふ
と
く
足
大
き
く
有
之
ー
ー
、
児
鷂
ハ
相
た
い 

小
さ
く'

は
し
ほ
そ
く
足
も
ほ
そ
く
小
さ
く
候' 

以
上

水
上
八
左
衛
門

六
月+

七
日 

伊
藤+

右
衛
門 

去
冬
中
被
為
仰
付
候
通
り
、
遠
藤
七
左
衛
門
様
御
代
官
所
上
州
大
笹
村
浅
間
腰
山 

御
巣
鷹
見
方
へ 

私
共
罷
越
、
巣
を
ろ
し
の
仕
形
委
細
見
な
ら
い
申
候
、
則
浅
間
腰 

山
御
巣
鷹
見
方5

右
の
通
り
御
書
付
写
シ
取
り
所
持
仕
候
二
付
、
乍
憚
書
付
を
以 

御
注
進
仕
候
、
以
上 

上
州
甘
楽
郡
山
中
領

猶
原
村
之
内
浜
平

御
巣
鷹
見

S

三
右
衛
門

三

月
 

同

甚

兵

衛

同

孫
右
衛
門

同

.
,

安
左
衛
門

野
栗
沢
村

同
断

七
郎
兵
衛

同

弥

四

郎

同

重 

助

同

茂

兵

衛

同 

平
左
衛
門

同

平 

助

同

角

兵

衛

同 

忠
左
衛
門

同

甚
左
衛
門

平
原
村
之
内
八
倉

同
断

孫

三

郎

同

甚
左
衛
門

神
原
村

万 

助

1

衛
門

右
之
通
り
差
上
候
控
也

(
浜
平
高
橋
真
一 
g

 

⑸
 

元
禄+

六
年
五
月 

白
井
関
所
規
定
返
答
書

白
井
村
関
所
之
儀
二
付
御
尋
被
遊
候
二
付
申
上
候

一
 

御
関
所
有
来
御
条
目
御
証
文
無
御
座
候
、
信
州5

出
候
穀
物
白
井
村
二
而
先
年 

汐
山
中
領
秩
父
領
売
買
仕
候
二
付
、
御
関
所
猥
二
罷
成
候
故
伊
奈
左
門
様
御
支 

配
之
節
山
中
領
白
井
村 

御
願
申
上
、«

月
二
七
日
宛
二
穀
物
の
売
買
御
究
被 

下
候
節
、
伊
奈
左
門
様
御
判
形
二
而
御
書
付
被
下
置
候



I
御
関
所
有
来
候
道
具
鐽
弍
筋,

長
刀
壳
丁 
-

捫
弍
筋
ン_
)

首
股
皂
筋.

鳶
口 

_

五

本•

棒

五

本•

手
錠
弍
ッ•

捕
か
ぎ
弍
筋•

早
繩
五

筋•

番
行
燈
皂
ッ•

挑 

燈

弍

ッ•

松
明
、
此

外

無

御

座

候,

I

番
人
不
儀
者
昼
夜
弍
人
ッ
、
指
置
相
勤
来
り
候
、
武
人
之
給
分
扶
持
方
共
金
九 

両
程
懸
り
申
候

一
白
井
村
御
関
所
脇
道I

I

御
座
候
故
、
御
判
鏡
出
不
申
候
、
御
関
所
を
越
銀
山
跡 

々
有
之
候
節
者
、
御
支
配
被
成
候
伊
奈
左
門
様
汐
御
書
付
御
出
シ
金
掘
共
出
入 

致

候

1
1

付

、
御
手
代6

御
判
鑑
二
而
出
入
可
致
候
、
秩
父
領
金
沢
金
山
出
来
仕 

候
節
信
州
江
罷
通
候
二
、
御
支
配
被
成
候
池
田
新
兵
衛
様
手
代
汐
御
判
鑑
之
札 

1  
一
而
出
入
為
致
申
候

I

御
関
所
木
戸
弐
間
弍
間
半
左
右
の
や
ら
い
拾
弍
間
御
座
候
、
且
又
御
公
用
継
飛 

脚
之
外
二
も
山
中
領
者
急
御
用
御
座
候
得
ハ
相
改
夜
中
二
も
通
シ
来
リ
申
候
、
 

勿
論
近
村
汐
請
合
無
之
候
者I

切
通
シ
不
申
候

一
脇
道
二
而
御
座
候
故
武
士
方
之
往
来
無
御
座
候
、
山
中
領•

秩
父
領
御
関
所
罷 

通
候
節
者
馬
ょ
り
下
り
、
か
ふ
り
物
跡
々
汐
と
り
来
り
申
候

一
御
関
所
高
札
無
御
座
候
、
切
支
丹
御
制
札
者
先
規(
^
^

候

上
野
国
甘
楽
郡
山
中
領
上
山
郷
白
井
村

番
頭

六

郎

右

衛

門®

長
百
姓 

元
禄+

六
年
未
ノ
五
月 

友

右

衛

門
@

 

同

空

右

衛

門
®

 

同

弥

五

右

衛

門⑮

同

七

右

衛

門
@

 

同

助

右

衛

門
@

 

同

庄

左

衛

門
@

同
+

勘

左

衛

門

同

権

七

郎

同

御

代

官

様
 

惣

兵

衛

(

白

井

黒

沢

重

明

家)

⑹
 

文
政
七
年
閏
八
月 

白
井
村
米
穀
取
引
二
関
す
る
協
定
書

為
取
替
申
書
付
之
事

I

今
般
其
御
村
穀
商
人
衆I

同
名
主
元
江
被
願
候
者
、
私
村
方
白
井
榖
問
屋
方
—. 

而
近
年
仕
切
勘
定
年
々
差
滞
り
候
故
、
残
金
多
分
相
嵩
依
之
元
方
江
勘
定
不
相 

立
、
仕
入
方
差
支
二
相
成
候
間
穀
商
売
出
来
不
仕
、
右
二
付
荷
物
差
出
候
儀
決 

而
不
相
成
候
由
被
願
出
候
間
、
右
之
趣
書
状
ヲ
以
御
懸
合
被
成
候
—
付' 

取
調 

之
上
村
役
元
幷
問
屋
為
惣
代
相
出
張
、
万
端
相
談
取
極
左
之
通
り

I

白
井
市
日
之
儀
ハ
先
年j

朔
日
三
八
与
日
限
相
極
居
候
得
共
、
中
代
万
端
等
閑 

二
相
成
候
故
、
今
般
両
村
役
問
屋
商
人
相
談
之
上
相
改
候
事

一
穀
物
直
段
等
之
儀
ハ
、
砥
沢
市
場
其
時
々
振
合
ぅ
以
里
数
余
分
丈
之
掛
り
銭
差. 

加
江
相
場
相
極
、
問
屋
商
人
相
談
ヲ
以
応
変
二
取
計
可
申
候
事

一
穀
代
金
取
遣
之
儀
ハ
、
問

屋
VI
会
之
上
現
金
二
い
た
し
仕
切
勘
定
永
端
迄
請
取 

,

可
申
候
事

一
市
間
ーー

生
死
有
之
節
ハ
問
屋
方
二
而
売
穀
い
た
し
候
ハ
、
、
其
市
之
相
場
ヲ
以 

来
市
二
右
代
金
不
残
勘
定
可
相
済
候
事

一  

問
屋
荷
物
口
銭
之
儀
ハ
是
迄
之
通
取
遣
可
仕
候
事

右
之
通
自
得
相
談
之
上
取
極
候
上
ハ
相
互
忘
脚
仕
間
敷
候
、
依
之
双
方
連
印
ヲ 

以
為
取
替
置
申
所
如
件

上
州
甘
楽
君

文
政
七
申
年
壬
八
月 

値
原
村
技
郷



白
井

百
姓
代b
 

i

勘

兵

衛

年

寄

甚

兵

衛

同

勘

左

衛

門

同

惣

左

衛

門

問

屋

惣

兵

衛

同

与

右

衛

門

与

頭

利

右

衛

門

名

主

治
部
右
衛
門

新
羽
村立

入
人+

 

郎

次

(

白

井

黒

沢

定

彦

家)

⑺
 

延
宝
五
年
四
月 

白
井
村
市
日
証
文

伊
奈
左
門
様
夕
被
下
置
候
白
井
市
日
御
証
文
写

信
州
ク
山
中
領
江
雑
穀
売
米
候
義
、
日
限
不
究
候
二
付
白
井
之
関
猥
二
有
之
候
由' 

就
夫
日
限
相
定
度
旨
白
井
之
者
共
訴
来
候
、«

ケ
月
七
日
二
相
定
候
間
、
右
之
日. 

te
二
信
州
夕
参
り
候
雑
穀
山
中
領.

秩
父
領
共
ー
ー
自
今
以
後
者
買
取
可
申
候
、
尤 

信
州
之
者
雑
穀
売
参
候
商
人
白
井
村
宿
二
可
有
之
候
間
、
罷
帰
り
候
時
分
者
面

 々

之
宿
二
而
人
改
吟
味
可
有
之
候
、
若
相
違
成
義
有
之
歟
御
法
度
相
背
候
ハ
、
、
番 

之
者
者
不
及
申
白
井 

一  

村
之
者
可
為
曲
事
候
、
以
上

白
井
村

延
宝
五
年 

惣

百

姓

已

, 

番

頭

四

月

廿-

日 

 

左
門
印 

理

右

衛
F

(

白

井

高

橋

滝

島

家)

⑻

安
政
四
年
正
月
乙
父
村
産
物
売
出
書±

帳

(

表
紙)

「
産
物
産
業
品
売
出
書
上
帳

±

州
甘
楽
郡

乙
父
村
」

覚

一
大
豆
小
豆
凡
百
弐
拾
石

此
代
金
凡
百
両 

但
シ«

両
二
付
窄
石
弍
斗

是
ハ
産
物
之
品
皂
ケ
年
売
出
高
凡
積
り
二
御
座
候

一
絹
百
拾
疋

此

代

凡

四

拾

弐

両

弐

分

但

シ«

疋
二
付
金
三
分

一
紙
百
八
拾
九
俵

此
代
凡
金
百
六
拾
五
両
皂
分
弐
朱 

但
シ«

俵
二
付
金
三
分
弍
朱 

一
小
細T

物
翫
物
類
稼
人|

切
無
御
座
候

右
御
尋
二
付
取
調
候
所
相
違
無
御
座
候当

御
代
官
所

安

政

四

年
•

±

州
甘
楽
郡
乙
父
村

已
ノ
正
月 

百
姓
代 

 

左

+

郎

@

年

寄

伝

兵

衛

®

年

寄
 与

兵

衛

®



 

 

 

(三)中里村の古文書 

 １５２頁は、 

個人情報が含まれるため非公開 



以

上

総

計

I  

I

五̂

今
井
勝
経
家 

中
里
村
神
原

1

山
中
領
村
方
反
別
控 

元
禄
三
年 

I

冊

以

上

総

計I

点

黒

沢
家
旧
蔵
文
書(

高
崎

市
VI
図
書
館
所
蔵)

1

下
山
郷
御
成
り
相
定
之
事 

慶
長
十
九
年 

I

通 

2

中
山
神
原
村
御
年
貢
勘
定
帳 

慶
長+

九
年 

一
冊

3
 

子
歳
中
山
村
御
年
貢
請
取
之
事 

慶
安
元
年 

一
通 

4

中
山
郷
御
年
貢
請
取
之
事 

承
応
元
年 

一

通 

5

中
山
郷
御
年
貢
皆
済
之
事 

寛
文
元
年 

一

通

6
 

差
上
申
御
巣
鷹
山
手
形
之
事 

元
禄
四
年 

I

通 

7

山
中
領
寺
院
開
基
二
付
内
々
書
上 

元
禄
七
年 

六
冊 

8

御
勘
定
奉
行
夕
酒
造
之
義
二
付
御
達 

元
禄+

五
年 

一
通 

9

山
中
領
石
高
幷
酒
造
米
書
上 

享
保
三
年 

一
冊 

10
上
州
甘
楽
郡
山
中
領
御
林
帳 

享
保
二
年 

I

冊 

11
山
中
領
青
梨
村
宗
旨
人
別
御
改
帳 

元
文
五
年 

一
冊 

12
小
作
手
形
之
事 

明
和
九
年 

一

通 

13
抻
県
村
小
前
高
帳 

天
保
三
年 

一
冊 

14
元
御
巣
鷹
山
木
数
品
数
書
上
帳 

明
治
元
年 

一
冊

15
上
州
甘
楽
郡
山
中
領
上
山
郷
村
鑑 

正
徳
四
年 

一
冊

以
上
そ
の
他|

括
書
類
を
含
め
約
九
〇
〇
点

®

 

年
次
不
詳 

浜
平
村
御
巣
鷹
発
見
届

口
上
覚

|

鷹
巣
御
鷹
山

1  
一
而
御
巣
鷹|

巣
見
出
申
候
、
未
か
い
わ
り
不
仕
た
ま
こ
武
ツ
御 

座
候
、
右
か
い
わ
り
の
儀
者
来
月
八
日
九
日
時
分
可
仕
候
、
同
廿
六
七
日
之
時

分
巣
下
シ
可
仕
候
、
今
度
御
巣
鷹
た̂

ご
ー
ー
て
御
座
候
へ
共
、
御
役
所
へ
御
汪, 

進
二
罷
越
候
御
添
状
可
被
下
候
、
右
御
巣
鷹
大
切
二
見
VL
巣
下
シ
仕
、
御
下
知 

次
第
差
上
可
申
旨
被
仰
渡
奉
得
其
意
候
、
以
上

浜
平御

鷹
見
惣
代

卯
四
月
廿
六
日 

其

兵

衛
 

@

与

右

衛

門
@

黒

沢

八

右

衛

門

殿

黒

沢

覚

右

衛

門

殿

黒
沢
治
部
右
衛
門
殿

(

神

原

黒

沢

家

旧

蔵)

⑽

年
次
不
詳
山
中
領
中
山

郷

作
物

播

種

量•

蒔
旬
書
上

一

畑
永
百
文
之
場
所
二
者

麦«

斗
五
六
升
、
下
畑
二
者
弐
斗
く
ら
ひ
蒔
申
候

大
豆
五
升
夕
下
畑
七
八
升
く
ら
ひ
蒔
申
候

小
豆
三
升
汐
下
畑
ー
ー
ハ
五
六
升
く
ら
ひ
蒔
申
候

蕎
麦
七
升
汐
下
畑
ニ
ハ 

ー  

斗
く
ら
ひ
蒔
申
候

大
角
豆
皂
斗
四
五
升
下
畑
弍
斗
く
ら
ひ
蒔
申
候

粟
壳
升
よ
り
下
畑
ニ 

ハ«

升
五
合
く
ら
ひ
蒔
申
候

稗
卷
升
よ
り
下
畑
ニ
ハ
壳
升
五
合
く
ら
ひ
蒔
申
候

I

麦
者
九
月
土
用
之
内
よ
り
十
月
迄
作
り
申
候

一
大
豆
四
月
中
作
り
申
候

一

小
豆
四
月
中
作
申
候

一
大
角
豆
五
月
中
作
申
候

I
稗
四
月
末
方
汐
五
月
始
作
り
申
候

I

粟
五
月
中
旬
夕
六
月
上
旬
迄
作
り
申
候

一
 

蕎
麦
六
月
末
方
汐
七
月
始
迄
十
五
日
ご
ろ
二
作
り
申
候



 

 

 

(四)万場町の古文書 

 １５４頁―１６１頁は、 

個人情報が含まれるため非公開 



 

 

 

黒沢丈夫家文書 

 １６２頁は、 

個人情報が含まれるため非公開 



/ 
•
除
地 

天
岩
山

I  
.

寺

«

ヶ
寺 

禅
宗 

泉
竜
寺

但
シ
境
内
四
畝
二
五
歩

御
除
地

I

'

社 

九
ヶ
所

此
反
別
泰
反
壳
畝
廿
壳
歩

御
除
地

I

、
堂 

拾
皂
ヶ
所

此
反
別
三
畝
拾
八
歩

去
卯
年

I

、
家
数
百
拾
春
軒

男
武
百
式
人

惣
人
数
四
百
六
拾
人
内 

女
弍
百
三
拾
六
人

出

家

弐

人

馬
三
拾
三
疋

右
者
村
方
銘
細
書
村
鑑
書
面
之
通
り
御
座
候
、
以
上

慶
応
四
辰
年
壬
四
月

七

日

市

御

預

り

所

上

州

甘

楽

郡
乙
父
村

百
姓
氓 

 

倉

蔵

印

年

寄
-
之

助

印

名

主
-
兵

衛

印

才

重

郎

印

(

文

書

の

特

色
)

黒
沢
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
調
査
が
で
き
ず
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か 

で
な
い
が
、
恐
ら
く
、
前
記
滕
右
ヱ
門
組(

遠
西
組)

の
初
期
世
襲
名
主
で
あ
っ 

た
黒
沢
勝
右
ヱ
門
の 

一  

族
と
思
わ
れ
る
。
寛

保

I  
(

一
七
四I

) 

年

「
相
定
申
連 

判I

札
之
事
」
に
は
、
長
百
姓I

七
名
中
の
二
番
目
に
連
判
し
て
扣
り
、
い
わ
ゆ 

る
初
期
本
百
姓
の
系
譜
を
も
つ
村
内
上
層
の
農
民
で
あ
っ
た
。
史
料
を
通
じ
て
知 

る
限
り
に
私
い
て
、
同
家
は
少
く
と
も
明
和
年
代
に
は
遠
西
組
の
名
主
と
し
て
活 

動
し
て
お
り
、
ま
た
、
中
期
以
後
の
あ
る
時
点
か
ら
は
在
方
商
人
と
し
て
の
側®
 

を
も
つ
ょ
ぅ
に
な
り
、
文
政
五 

(
I

八
ニ
ニ)

年
に
は
酒
造
も
開
業
し
て
い
る
。
 

同
家
所
蔵
の
近
世
文
書
は
い
わ
ゆ
る
名
主
文
書
と
酒
造
を
主
と
す
る.
経
営
関
係 

私
文
書
に
大
別
で
き
る
が
、
総
数
約
一
、I

〇
〇
点
に
達
す
る
。
分
類
に
し
た
が
っ 

て
文
書
概
要
を
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

t
 

領
知
関
係
文
書

/

處
享
二
年
「
上
野
国
甘
楽•

秩

父.

児
玉
郡
御
法
度
書
」.

文
政
九
年
「
五 

人
組
仕
置
帳
」
な
ど
の
ほ
か
、
文

政•

天
保
期
以
降
に
つ
い
て
は
、

触
書 

(

写)

や
諸
取
締
に
対
す
る
請
書
の
類
が
か
な
り
残
存
し
て
い
る
。
な
お
、
山
中 

領
他
村
に
も
散
見
さ
れ
る
「
御
代
官
御
頭
目
」
(

覚)

が
あ
る
。

Z
 

村
政
関
係
文
書

天
保I

三
年
「
御
改
正
組
合
規
定
」
、
維
新
期
の
村
役
取
究
議
定
で
あ
る
「規 

•

定
書
之
事j

や
寛
政I

〇

年

「
名
主
跡
役
の
件
に
関
す
る一

札
」
な
ど
村
規 

定
や
名
主
役
儀
関
係
の
も
の
が
十
数
点
。
村
況
を
し
め
す
「
村
鑑
帳
」•

 

様
子
書
上
帳
」
の
類
も(

案)
(

控)

を
含
め
宝
暦
三
年
か
ら
の
も
の
が
数 

冊
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文

化I

四
(

I

八
一
七)

年
以
降
明
治
初
年
の
間
の
「宗
門
人
別
改 

帳
」
(

持
高
が
付
記
さ
る)

が
約
四
〇
冊
の
ほ
か
、

「
家
数
人
数
増
減
書
上
」 

な
ど
の
類
も
数
点
残
っ
て
い
る
。



「
村
入
用
帳
」
も
明
和
四 

(
I

七
六
七)

年
以
降
の
も
のI

二
冊
、

「
御
用 

留
」
も
安
政
五 
(

I

八
五
八)

年
以
降
の
も
の
が
九 

冊
あ
る
。

3      
土
地
関
係
文
書

元

禄

I  

I
年

「
上
野
国
甘
楽
郡
山
中
領
上
山
郷
乙
父
村
御
検
地
水
帳
」
四 

冊
を
は
じ
め' 

宝
暦
一
四(

一

七
六
四)

年
か
ら
弘
化
五 

(
I

八
四
八)

年 

の
間
の
「
名
寄
帳
」
が
六
冊
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
御
林
御
鷹
巣
山
の
関
係
文
書
に
は
、
宝
暦
九
年
「
御
林
御
鷹
巣
山 

木
数
書
上
帖
」
、
文
政
七
年
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候(

御
林
麓
下
守
百
姓 

扶
持
米
給
与
願)

」
や
御
林
内
取
締
に
関
す
る
請
書
な
ど
約
二
〇
点
が
残
っ 

て
い
る
。

な
お
、
私
文
書
に
属
す
る
が
、

「
畑
質
物
証
文
」

が
、
延
宝.

天

和.

貞 

享•

正
徳•

享
保•

元
文•

明
和•

安

永•
天
明•

寛
政.

文
化•

文

政. 

天

保•

弘
化•

嘉

永•

安
政.

元
治.

慶

応•

明
治
の
各
年
次
に
わ
た
り
、
 

七
〇
余
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

4
 

貢
租
関
係
文
書

「
年
貢
割
付
状
」
が
、
宝

永•

享
保•

元
文•

寛

保•

延
享•

寛

延•

宝 

暦
.

明
和.

安

永•

天
明.

寛
政•

享
和•

天

保•

弘
化•

嘉
永•
安

政
•  

萬
延•

文
久.

元
治
の
各
年
次
に
わ
た
り
七
三
点
。

「
年
貢
皆
済
目
録
」
に 

つ
い
て
は
、
元

禄

I  

I  
(

-7
ハ
九
八)

年
か
ら
元
治
二 

(
I

八
六
五)

年
ま 

で
の
間
、
文
政
期
を
の
ぞ
く
殆
ど
の
年
次
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で 

山
中
領
の
貢
租
問
題
を
研
究
す
る
ぅ
え
で
重
要
な
基
本
史
料
と
い
え
ょ
ぅ
。
 

こ
の
ほ
か
、

「
年
貢
請
取
書
」

「
年
貢
皆
済
取
3Z/

帳
」

「
反
取
帳
」 

「
分
米
帳
」

「
夏
秋
冬
割
合
帳
」

「
年
貢
皆
済
勘
定
帳
」

「
夫
銭
帳
」

「
小 

物
成
夫
銭
取
VI
帳
」
な
ど
、
貢
租
関
係
史
料
は
実
に
豊
富
で
あ
る
。

5
 

農
業
関
係
文
書

数
量
的
に
は
わ
ず
か
二
〇
点
余
に
す
ぎ
な
い
が
、
元

文

三(

一
七
三
八)

年
の
「
小
作
証
文
」
を
は
じ
め
、
父

馬(
牡
馬)

管
理
を
取
究
め
た
享
保
十
三 

年

「
逢
判
手
形
之
事
」
や
嘉
永
七
年
「
馬
持
共
新
規
取
究
め
に
つ
‘ぎ
村
役
人 

へ
の
詫
書 

一
札
」
、
文
化
九
年
「
女
房
娵
幷
女
奉
公
人
不
足
二
付
御
抱
入
願 

幷
積
金
小
前
帖
」
な
ど
比
較
的
め
ず
ら
し
い
史
料
を
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
物
産
関
係
で
は
、
安
政
四
年
「
産
物
産
業
品
売
出
書
上
帖
」

の
ほ 

か
、
明
治I

〇
年
代
と
思
わ
れ
る
「
物
産
調
書
」
が
あ
る
。
後
者
は
各
戸
別 

に
物
産
を
詳
細
に
書
上
げ
た
も
の
で
、
山
中
領
の
農
業
経
営
の
態
様
を
具
体 

的
に
把
握
す
る
う
え
に
極
め
て
貴
重
な
史
料
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

6     
諸
産
業
関
係
文
書

林
業
に
関
す
る
も
の,
に
は
、
VI
木
や
薪
の
「
売
買
証
文
」

「
売
山
代
金
受 

取
証
文
」
や
百
姓
稼
山
売
却
に
か
か
る
「
訴
状
」
な
ど
約
三
〇
点
が
残
っ
て 

い
る
。

ま
た
、
嘉
永
年
中
に
は
じ
ま
る
武
州
秩
父
郡
中
津
川
村
の
鉛
山
稼
掘
に
関 

す
る
関
連
資
料
が
数
点
あ
る
。
こ
れ
は
同
家
が
武
州
多
摩
郡
下
梅
沢
村
の
鉛 

稼
人
年
寄
孫
兵
衛
か
ら
「
先
前
よ
り
味
噌
酒
其
外
品
々
仕
送
被
下
候
代
金
百 

六
拾
九
両
三
分
武
朱
、
銭
四
百
廿
文
相
滞(

中
略)

前
段
の
大
借
も
不
顧
無 

余
義
今
般
内
輪
乗
合
金
主
二
相
成
呉
候
様
」
に
申
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る 

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
水
車
関
係
文
書
も
数
点
残
っ
て
い
る
が
、
紙
漉
出
し
の
日
限
に
つ 

い
て
南
牧
村
々
と
猶
原•

乙
父•

平
原
の
三
ケ
村
が
取
究
め
た
こ
と
を
し
め 

す
天
保I

二

年

「
入
置
申I

札
之
事
」

が
発
見
さ
れ
た
。

量
的
に
最
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
家
の
酒
造
経
営
に
か
か
る
史 

料
で
あ
る
。
文
政
八
年
「
万
覚
帳
」
•

嘉
永
五
年
「
仕
入
判
取
帳
」
.

同
六 

年

「
大
福
帳
書
抜
」
•

慶
応
四
年
「
当
座
帳
」•

明
治
二
年
「
蔵
勝
手
入
用 

扣
帳
」
等
々
の
冊
子
も
の
の
ほ
か' 

信
州
穀
商
人
と
の
間
に
取
り
か
わ
さ
れ 

た

「
取
引
覚
」
や
酒
造
米
取
弓
に
か
か
る
「
書
簡
」
の
類
が
多
数
残
さ
れ
て 

知
り
、
幕
末
期
の
酒
造
経
営
の
実
態
を
明
か
に
す
る
う
え
に
十
分
な
史
料
と 

い
え
よ
う
〇



X
 

商
業
関
係
文
書

酒
造
に
関
連
し
た
も
の
を
除
く
と
、
そ
の
点
数
は
わ
ず
か一

〇
点
！

t

ど
し 

か
な
い
が
、
酒
•

米
•

醬
油
な
ど
の
白
井
市
日
直
段
を
記
し
た
嘉
永
四
年
「諸 

色
相
場
帳
」

や
天
保
年
間
に
乙
父
村
外
五
ヶ
村
が
信
州
大
日
向
村
米
穀
商
人 

外
三
人
を
相
手
取
り
「
米/

売
並
二
私
欲
押
領
」

を
理
由
に
争
訟
し
た
際
の 

「
内
済
証
文
」
な
ど
の
重
要
史
料
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
天
保
ニ
ー
年I
 

喰
渡
世
心
得
」
な
ど
珍
し
い
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

•

交

通•

運
輸
関
係
文
書

「
往
来
手
形
」
が
三
点
。
文

久|

年

「
伝
馬
諸
入
用
控
帳
」

「
御
変
革
に, 

付
坂
本
宿
江
当
分
助
郷
、
人
馬
雇
揚
代
金
幷
諸
雑
用
割
合
帳
」

な
ど
の
ほ
か 

信
州
路
往
還
難
渋
の
件
に
つ
い
て
天
保
二
年
の
「
願
書
」
や
舟
運
関
係
で
は 

江
戸
深
川t

で
の
用
材
運
び
に
つ
い
て
の
「
触
」
な
ど
が
あ
る
。

〇- 

社
会
関
係
文
書

相

続•

縁
組•

奉
公
人
請
状
な
ど
二
〇
数
点
。
主
と
し
て
幕
末
期
の
「
借 

用
金
子
証
文
」
が
約
五
〇
点
。
天
保
八
年
「
頼
母
子
講
発
起
帳
」
、
無
尽
に 

つ
い
て
安
政
六
年
「
連
判
之
事
」
な
ど
庶
民
間
金
融
史
料
若
干
の
ほ
か
「
拝 

借
米
」
.

「
夫
食
料
」

「
相
続
料
御
下
ヶ
金
」

「
小
児
養
育
御
手
当
料
」
等 

等
、
幕
末
期
農
民
の
困
窮
化
を
裏
が
き
す
る
史
料
が
か
な
り
多
く
残〇
て
い 

る

〇

ま
た
、
主
と
し
て
化
政
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
が
、
農
民
相
互
の
喧
嘩. 

博
奕.

そ
の
他
諸
々
の
事
件
に
か
か
る
「
済
口
証
文
」
や

「
詫
書
」
な
ど
当 

時
の
世
相
を
如
実
に
し
め
し
て
ぐ
れ
る
史
料
が
以
外
に
多
く
約
六
〇
点
に
達 

し
て
い
る
レ

な
知
、
寛

保

I  

(
I

七

四I
)

年
に
家
普
請
手
伝
い
等
に
つ
い
てg

い
」 

の
取
究
め
を
行
っ
た
際
の
「
相
定
申
連
判I

札
之
事
」
は
、
山
村
の
生
活
構 

造
を
究
明
す
る
ぅ
え
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
ょ
ぅ
。

年
次
不
詳
「
加
持
秘
文
伝
授
書
」
、
慶
長
二
〇
年
「
深
山
に
入
っ
た
と
き 

の
心
得
書(

市
川
角
兵
衛
あ
て)

」
等

、
修
験
関
係
文
書
と
思
わ
れ
る
も
の 

の
ほ
か
、
社
人
筑
後
に
係
り
訴
訟
に
つ
き
「
乍
恐
以
添
翰
奉
申
上
候
」
.

弘 

化

三

年

「
伊
勢
ゝ
四
国•

西
国
順
拝
見
舞
請
帳.
」
な
ど
宗
教
関
係
史
料
が
わ 

ず
か
に
残
〇
て
い
る
。
な
知
、
明
治
初
年
小
学
校
建
設
前
後
の
関
係
史
料
が 

比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

- 

(

井

上

定

幸)



山屮領乙父村附近図

塩沢峠

武州

十石峠

信州

南牧領

(注)元村CD枝村

(多野郡万場町黒沢建広家所蔵、 
、の山中領絵図より作成 ノ



------皆済高
(永納合高による)

各年次年貢割付状ぉよび 

皆済目録により作成する

割付高
(金納分高による)
A 土地永高、B. Aおよび 

特産物永高

<上野国甘楽郡乙父村(遠西組)年貢割符高　皆済高の推移>

寛
政

一

天
明

一

安
永

一

明
和

一

宝
暦

一

延
享

I

寛
保

元
文

I

享
保

一

正
徳

一

宝
永

一

元
禄
十

I



幕末維新期における山中領の酒値段の推移

-------- 並酒売子値段

--------同上小売値段

幕末維新期山中領における米値段の推移

-------- 両当り平均値段

-------- 小売•値段

/黒沢丈夫家所蔵 嘉永4年10月、 
、「諸色相場帳」により.作成 〆



(表1)慶応4年1月黒沢家の酒(醬油含む)販売状況 (表2)慶応4年1月黒沢家の酒(醬油含む)販売圏 

月B ,販売 高 (内小売高)

両•分•朱|貫.文両.分•朱!貫*文
1月1 B 1 2. 5 i 6.500 i . 400

2B 2 ! 8.156 i i. 900
50 7. 5. 5 j 1.600 ； 700
40 14. 5. 5 | 6.467 | 5.000
50 11.0.1] 9.900 I 2.800
60 2. 0.1 i 5.900 I 500
70 4.1.0 ! 7 700 I 5.750
80 4. 2. 2 I 7.000 [1.200

90 8.1.1 | 5. 〇〇〇 i 1.500
100 6. 5. 0 ； 8.600 ； 5.800
110 5. 2. 2 i 2.824 ；1.124
120 6. 5. 2 ； 7.424 ；1.400
150 6. 0. 5 i 14.091 '1.700
14 0 5. 5. 5 i 9.084 1'2.836
150 1.5. 2 ； 7 50〇 ;1.200
160 2. 2. 2 ； 5〇.700 1'4.400
17 员 5.1.5 ； 8.554 !1.700
18 0 5. 5. 5 i 26.056 i 1.400

； 5.400 ,

190 19. 3. 〇 ； 22.612 1 i 7.100
20 0 5. 5.1[ 8.500 I 5.400

| 1.224 ；
21 0 5. 0. 2 ； 8.660 ； 2.560
22 0 1.5 i 6.200 1 j 2.100
25 0 5. 0.1：15.294 ； 2.700

! 424
24 0 7. 2. 0 ；12.265 l 2.800

25 0 4. 5. 2 i 1.〇 !1.500
26 0 10. 0. 0 ! 4.272 ；1.900

27 0 15, 5. 〇 I 5.627 ________  2.300
164. 2~1 1 248.627 2. 〇 ]_61.270

真金 21洞2分1朱50◦文6両5分520文’

慶応4年1月「当座帳」より作成

村々別販売ネ冃手名(尸^ぽ•字は入金回数)

g|甚左ヱ門⑶ 勇作f2)仙太郎⑴ 十兵ヱ⑴ 太兵ヱ⑴ 太三郎⑵ 貞五郎⑴ 周琢⑵ 新左ヱ門⑴ 栄吉⑴ 
彦兵ヱ⑶勝右ヱ門(2)東(10)若者く2)杣ノ友右ヱ門(5) S雇ノ栄作(2)周吉⑴|柿平伝兵ヱ⑼借家下屋 

乙(2)善作(2)|^沢］定吉⑴忠次郎(2)伊十郎⑴定吉⑵安五郎⑴安兰郎⑴寅次诹4)武左ヱ門⑵ 嶋 
i ,、之助⑸ 久平⑵匾平I初五郎⑹ 金作(2)豊次郎⑷ 善吉(7)寺(5)万之助⑸ 国松(5)九内⑴跑奉］藤吉(6) 

乂 縫之丞⑷重蔵(14)熊蔵(2)巳之吉(5)おゆき⑶治太郎(4)平治右ヱ門(2)中三郎(4)竹三郎(2)太十郎(1) 
-X4.寺⑴重三郎⑸伊三郎(1)安五郎(1)新助⑴平左ヱ門(1)市蔵⑴近之助⑴勝三郎⑴友右ヱ門⑴|中_ 

覚左ヱ門⑺徳蔵(1)悲蔵(1)長二郎(1)今二郎(1)寅蔵(1)おきみ(1)惣兵ヱ⑴|桧留吉⑷総吉⑴ 権 
.内 左ヱ門⑵ 由松(2)喜平治⑴ 茂十郎(2)仙之助(2)由樹2)伝兵ヱ(1)治之助(1)三十郎⑵_居晒治兵ヱ 

(1)安五敵1)佐市⑴嘉十郎(2)竹松⑴甚兵ヱ⑴酉蔵(1)嘉右ヱ門⑵I石ネfl伊三锨5)米蔵(2)大助⑵ 
清次郎(1)清吉⑴ 磯吉(1)代吉(1)政吉(1)pF暮］左忠(1)平左ヱ門(2)近右ヱ門(1)留吉⑴

初太郎(2)寺、元右ヱ門宇十郎⑴文吉(1)八右ヱ門(5)惣兵ヱ(2)法院(2)定寿院(1)丑松 
郷 (1)pl||竹松⑴ 千代吉(1)定市塩沢］源二郎(1)_ 源兵ヱ⑴ 国次郎⑴囲刑 十兵ヱ⑸［WI 

嘉四郎(8)弥右ヱ門⑸六蔵(1)治太郎(1)太十郎(2)近之助(1)巳之吉(1)八太郎⑴良作(1)平治右ヱ門 
他(1)_1松右ヱ門(1)宇吉⑴I中ノ沢I初五郎(1)|顎_寅蔵⑵ 頤］熊之助(1)_|七三郎⑴ _］乙 

吉⑴障所］おせん(1)友作:1)

巾 _嘉吉(6)徳松⑴平吉(7)久馆2)長吉⑴_三代吉(1)九郎(2) ［W］利右ヱ門⑸_］兵五郎⑵ 
_］五良左ヱ門(1)万吉⑴勘治郎⑴源蔵⑴甚左ヱ門⑵勝三郎(2)五郎左ヱ門⑵清助(2)義兵ヱ⑵ 
鶴吉⑴オニ郎⑷嘉吉(1)若衆⑴I尾付|市兵ヱ⑴四郎兵ヱ⑴平太夫⑵嘉右ヱ門⑸限M］元路⑴ 六 
蔵⑴太兵ヱ⑴

一村------------------------------------------------------------------
下 mi玄治右ヱ門⑸岩二郎⑴市右ヱ門⑸源七⑴市松⑵空八舰2)扉司惣吉⑸周吉⑵栄蔵⑴太 
山 作⑴織吉⑴貞蔵⑴定五敵1)宇一⑴林二郎(5)お、ぎん(4)岩吉⑻_］文五郎(4)八十吉(5)彦兵ヱ
郷 ⑵|青梨］覚馬⑶嘉四郎⑴03 嘉吉⑴佐十郎⑴

秩 _ 金之助(1)豊八⑸ 紋二郎⑴ _］覚右ヱ門⑴ 和作⑴ 五郎右ヱ門:1)若狭(1)倉重⑴ 郡治⑴ 文 
父 右ヱ門⑴
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68(

幕
府
役
職
表) 

嘉
永
三
年

(73)(

関
所
定) 

元
禄
十
六
年
三
月 

77(

煙
草
紛
失
に
つ
き
届) 

安
政
三
年
六
月 

78(
荷
物
差
出
残
金
皆
済I

札) 

文
政
十I

年
十I

月 

79(

引
合
残
米
卷
駄
差
出
に
つ
き
対
談
書) 

安
政
四
年
十
月

(

他
出
潰
百
姓
跡
取1

百

姓

一

件
に) 

部

^

か
わ
る
済
口
証
文 

) 

夢
永
四
年
三
月 

89
無
尽
譲
り
証
文 

• 

嘉

永
年
三
月 

91
山
売
り
取
替
証
文 

嘉
永
二
年
六
月

2
 

f

継

荷

口

銭

之

内

壳

駄

二

付

三

文

刎

銭

ち

、g
 

び
广
い
た
し
道
普
請
為
助
合
差
出
示
談
願
」
 

年
不
明 

93
御
拝
借
願|

件

扣
(

天
明
四
年
家
数
六
九
件
類
焼
に
つ
き)

天
明
五
年|

月

97|

札

之

事(

穀
屋
不
正
に
つ
き) 

年
不
明

99
送
状
之
事 

慶
応
二
年
十
一
月

101
為
取
替*

定
一
札
之
事(

麵m

g

荷
物
賃
銭) 

万
延
二
年
二
月

109
天
地
略
図
庸
考(

天
文
学
の
書) 

年
不
明

114
境
目
紛
争
内
済
証
文 

文
化
十
四
年
十
月 

H6
代
官X

り

の

達(

人
別
吟
味
の
件) 

延
宝
五
年
四
月

118
再
修
覆
勘
算
帳(

白
井
村
正
光
寺) 

年
不
明 

125
家
督
相
続
一
札
之
事 

明
治
六
年
二
月

130(

御
年
貢
滞I

I

状) 

安
政
二
年
九
月

145
頼
母
子
対
談
書 

年
不
明

154(
聳
名
跡
貰
ぅ
け
証
文) 

元
文
五
年
十
月

163
田
地
書
分
ノ
事 

寛
文
六
年
八
月 

166
送
米
駄
賃
蔵
敷
勘
定
覚 

酉
年
三
月 

170
家
抱
定
旨
議
定
違
変
訴
訟
書(

断
簡) 

文
政
五
年
十|

|

月 

仍

仕

切

覚 

年
不
明

177
引
取
養
女|

札
之
事 

文
政
十
三
年
三
月 

178
養
子
持
参|

札
之
事 

明
治
六
年

I  

一
月 

179(

通
行
御
印
鑑
頂
戴
願
書(

案)
)
 

年
不
明

付 

質
地
証
文
、
金
子
借
用
証
文

資

料表
紙

七

人
組
帳

吉

利

支

丹

改

七

人

組I

札

本
史
料
は
年
号
は
不
明
な
れ
ど
も
文
書
の
書
風X

り
考
え
てI

応
元
禄
期
以
前 

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
於
て
は
五
人
組
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
の
如
く
七
人
組
と 

い
う
も
の
も
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
、
本
史
料
は
、
山
中
領
の
村
別
ご
と
の
七
人
組
の
数
、
及
び
当
時
の
名
主 

の
名
前
、
檀
那
寺
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
杷
に
ぢ
っ
て
現
在
廃
寺
と
な
っ
て 

い
る
寺
も
あ
る
。
さ
ら
に
本
史
料
の
特
色
と
す
べ
き
点
は
、
本
百
姓
と
家
抱
が
同 

-

の
書
上
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
各
村
落
内
部
の
家
抱 

の
実
態
を
考
え
る
上
で
は
貴
重
の
資
料
と
な
り
う
る
。
次
に
そ
の
組
数
を
左
記
に



か
か
げ
て
お
き
た
い
。

表 I

 家抱
a不 明 野栗沢村 名主権三郎 組数計7組(:文塁ミ 百名主以下47\l/)

7入組3
b源正寺 新羽村名主八右ヱ門 組数計6組(8人德1百_名主以下41い3)

姑ヱ門 !今籍
源之丞 4人組1

。吉常寺.観音寺 勝山村 名主 八左ヱ門 組数計7組(:夂證I 百姓数名主以下48( 3) 

d円通寺 乙母村名主八貞阪ヱ 組数計3組(ミ文温百_驻以下21(〇)

e不 明 川和村名主 市g浜ヱ 組数計5組(7^ 4 面® 名主以下34(0)

f不 明 柿平村 名主 伝兵ヱ 組数計6組(ミ文溫I 百姓数名主以下43 (1幻

g泉竜寺•乙父村名主 猪右ヱ門 組数計5組(4百姓数名主以外35 (1) 

hま1馬寺.正光寺一、6人組2
n参仰寺•竜正寺な崛村 名主 万太郎 組数20組(7人組14百_名主以下143(27) 

8人組4

表Ⅱ 家抱所有者名前及び数

① 野栗沢村 /権三郎2人 宮内左ヱ門2人 小左ヱ門 1人、
I善十郎1人 庄八郎1人 三郎右ヱ門1人J

\金十郎1人 新兵ヱ1人 文兵ヱ1人 ノ

② 新羽村 f源助5人 八右ヱ門2人 八郎右ヱ門3人、
\源之丞 2 A 久兵ヱ1人 )

-③滕山村 八左ヱ門 3人

④ 乙母村 な し

⑤ 川和村 な し

⑥ 柿平村 長三郎1人 九右ヱ門1人 伝左ヱ門3人

松右ヱ門 5人 加兵ヱ1人

’⑦乙父村 甚右ヱ門1人

⑧猶原村 万太郎15人 利右ヱ門 5人 九左ヱ門2人

権三郎3人 新兵ヱ1入 彦左ヱ門.1人



付

編

大
河
内
金
兵
衛
久
綱
に
つ
い
て

大
河
内
氏
は
、
山
中
領
の
第
三
代
の
代
官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の

出

自. 

に
つ
い
て
は
、
寛
政
重
修
諸
家
譜
で
は
清
和
源
氏
頼
光
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
こ 

と
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
父
は
金
兵
衛
秀
綱
と
い
い
そ
の
嫡
男
で
あ
っ
た
。
徳
川 

実
記
の
寛
永
十
五
年
十
二
月E

L1
/)
条

に

「
大
河
内
金
兵
衛
久
綱
地
方
奉
行
を
ゆ 

る
さ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
正
保
三
年
四
月
三
日
に
七
七
才
で
卒
し
て
い 

る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
六
九
才
で
あ
っ
た
。

一
般
に
人
生
五
十
年
と
い
ぅ
考
え 

か
ら
み
れ
ば
彼
が
代
官
を
老
齢
な
が
ら
務
め
た
こ
と
は
特
別
な
事
由
が
存
在
し
て 

い
た
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。

現
在
山
中
領
で
確
認
さ
れ
て
い
る
彼
の
在
任
期
間
は
元
和
元
年
か
ら
寛
永
十
五 

年
迄
そ
の
間
廿
五
年
間
で
あ
っ
た
。
特
に
彼
が
代
官
を
免
ぜ
ら
れ
た
年
迄
の
年
貢 

割
付
状
が|

本
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
下
山
郷
の
黒
沢
家
に
は
保
存
さ
れ
て
釦
り 

彼
の
時
期
の
税
率
を
研
究
す
る
場
合
に
はI

つ
の
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

彼
に
ょ
っ
て
山
中
領
唯I

の
関
所
で
あ
っ
た
白
井
関
所
は
設
置
さ
れ
た
。
設
置 

代
年
に
関
し
て
は
、
里
人
の
口
碑
に
寛
永
八
年
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
白
井
方 

面
の
古
文
書
調
査
を
実
施
し
た
時
に
そ
の
説
を
証
明
す
る
史
料
が
発
見
さ
れ
て
い 

る
。
(

白

井•

黒
沢
定
彦
家
文
書
く
37
号
文
書) 

+

さ
ら
に
、
同
関
所
に
関
す
る
関
所
定
や
関
所
の
構
造
を
示
す
史
料
も
み
つ
か
っ• 

た
。
(

万
場
町•

黒
沢
建
広
家
文
書) 

'

彼
が
発
給
し
た
年
貢
割
付
状
の
署
名
を
み
る
と,

元
和
元
年
か
ら
同
六
年
迄
は 

大
河
内
孫
十
花
押
及
印
「
印
文
久
綱
」
、
元
和
七
年
に
は
大
河
内
孫
十
郎
と
記
さ 

れ
(

重
判)

で
あ
り
、
さ
ら
に
八
年•

九
年
は
大
河
内
孫
十(

重
判)

、
寛
永
元 

年
は
再
び
大
河
内
孫
十
郎(

重
判)

と
な
り*

寛
永
二
年•

三
年
で
は
大
河
内
孫 

十
(

重
判)

、
四
年•

五
年•

六
年•

七
年
迄
は
大
河
内
金
兵
衛(

重
判
く-✓
、
さ 

ら
に
八
年
は
大
河
内
金
兵
衛(

印)

の
み
で
花
押
な
し
、
九
年
で
大
河
内
金
兵
衛 

(

重
判) 
' 

十
年
同
様
、
さ
ら
に
十
一 

年
以
後
十
五
年
迄
は
大
金
兵
衛(

重
判)

と
な
〇
て
い
る
〇

特
に
寛
永
九
年
十I

月
十
五
日
発
給
の
割
付
状
に
は
、
裏
に
百
姓
の
連
印
が
認 

め
ら
れ
る
珍
ら
し
い
史
料
で
あ
る
。
幕
府
は
寛
永
二
十一

年
に
上
方
及
び
関
東
の 

代
官
に
対
し
て
出
し
た
覚(

徳
川
禁
令
考
前
集
第
四
二I

〇
五
号
文
書)

の
中
で 

「
I

、
毎
年
納
方
割
付
惣
百
姓
不
残
見
せ
加
判
致
さ
せ
以
来
迄
無
出
入
様
ー
ー
可
申 

付
之
事
」
と
い
ぅ
覚
が
出
さ
れ
る
以
前
に
大
河
内
氏
は
そ
れ
を
行
っ
て
い
た
こ
と 

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

山
中
領
の
代
官
を
務
め
る
以
前
は
、
彼
は
武
蔵
国
忍
代
官
所
の
筆
頭
代
官
で
あ 

っ
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

(
資

料
)

白
井W

関
之
儀
二
付
御
尋
被
遊
候
二
付
申
上
候

-

、
白
井
御
関
所
之
儀
者
寛
永
八
年
大
河
内
金
兵
衛
様
御
支
配
之
節
御
関
所
御
建 

被
為
遊
候
信
州
占
穀
物
白
井
ー
ー
而
先
年5

山
中
領
秩
父
領
売
買
仕
候
付(

原

一  

空
白)

御
関
所
猥
二
罷
成
候
故
伊
奈
佐
門
様
御
支
配
之
節
山
中
領
白
井
村5

御
願
申 

窄
ヶ
月
二
七
日
宛

1  
一
穀
物
之
売
買
御
究
被
下
候
節
伊
奈
佐
門
様
御
判
形
二
而 

御
書
付
下
置
候

I

、
御
関
所
有
来
候
道
具
鐽
弐
筋
長
刀
皂
丁
捫
弍
筋
、扭
首
股
壳
筋
鳶
口
五
本
手
錠 

弍
ッ
捕
ハ
ぎ
弍
筋
早
繩
五
筋
番
行
燈«

ッ
桃
燈
ニ
ッ
松
明
此
外
無
御
座
候

I

、
番
人
之
儀
者
昼
夜
弍
宛
指
置
相
勤
来
リ
候
弐
人
宛
之
給
分
扶
持
共
二
金
九
両 

程

懸

り

申

候
Q

3

.

一
、
御
関
所
木
戸
弐
間
右
左
之
や
ミ
い
御
弍 

御
座
候
且
又(

原
空
白)

御
公
用 

継
飛
脚
之
外
ーー

も
山
中
領
之
者
急
用
御
座
候
得
ハ
相
改
夜
中
ー
ー
も
通
シ
来
リ 

申
候
向
論
近
村̂

請
合
無
之
候̂

一
切
通
ン
不
申
候

一
、
御
関
所
高
札
無
御
座
候
切
支
丹
御
制
札
者
先
規̂

健
置
申
候
以
上

西
上
山
中
領
白
井
村
番
頭

寛
保
弐
年
戌
五
月 

数
馬



長
百
姓

宗
左
衛
門

同

七
右
衛
門

同

寛
保
弐
年
戌
五
月 

武
左
衛
門

同

勘
左
衛
門

同

清

兵

衛

同

庄
左
衛
門

同

友
右
衛
門

石
半
右
衛
門
様

御
役
所

(

資

料
)

定

.

御
関
所
昼
夜
無
懈
怠
相
守
可
申
候
朝
六
ツ
時
ょ
り
暮
六
ツ
時
迄
可
令
往
行
無 

様
子
細
有
之
候
而
夜
中
通
候
ハ
ハ
不
叶
義
有
之
ハ
当
地
長
百
姓
VI
会
吟
味
之 

上
怪
敷
義,
於
無
之
ハ
可
相
通
事

一
、
武
具
鉄
砲
一
切
不
可
通
持
弓
ハ
可
相
通
事

I

、
女
手
形
無
之
者I

切
不
可
通
其
外
手
負
惣
て
怪
敷
者
通
候
ハ 

ハ
捕
置
可
致
注 

進
事

一
、
当
谷
之
女
谷
中
江
参
候
者
跡
々
夕
手
形
無
之
而
通
来
候
而
可
為
前
々
通
事 

一'

不
依
伺
事
御
番
所
二
不
可
致
宿
尤
常
々
人
集
不
可
致
事

右
之
条
々
急
度
可
相
守
者
也

元
禄
十
六
年
三
月

(

小

山

友

孝)
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西
毛
の
有
形
民
俗
文
化
財

I

特
に
山
中
領
の
民
俗
に
つ
い
て
—

各
市
町
村
教
委
か
ら
調
査
報
告
さ
れ
た
資
料
は
、
上
野
村.

万
場
町•

中
里
村 

の
三
町
村
の
も
の
が
量
か
ら
い
っ
て
も
尨
大
で
、
内
容
も
豊
富
、
民
俗
文
化
財
と 

し
て
も
傑
出
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
三
町
村
に
焦
点
を
あ
て
て
以
下
報
告
す
る
。

万
場
町
以
奥
の
神
流
川
溪
谷
は
、
古
い
地
層
の
山
地
が
浸
蝕
に
よ
っ
て
で
き
た 

谷
で
あ
る
。
浸
蝕
が
著
し
く
進
ん
で
急
傾
斜
を
も
っ
て
神
流
川
に
臨
ん
で
い
る
か 

ら
、
水
田
耕
作
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
、
上
記
三
町
村
の
う
ち
上
野
村
に
僅
か
に 

み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
畑
作
は
、
こ
の
急
傾
斜
地
に
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
。
 

そ
こ
に
石
垣
を
設
け
て
僅
か
の
平
地
を
つ
く
り
だ
す
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。
し 

か
も
こ
れ
が
山
嶺
ま
で
続
く
場
合
す
ら
あ
る
。
古
来
、
焼
畑
耕
作
が
あ
り
、
楮
や 

こ
ん
に
ゃ
く
を
特
産
と
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
牛
馬
耕
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
望
め
ず
、
畑
へ
の 

運
搬
も
畜
力
利
用
は
不
可
能
で
、
ほ
と
ん
ど
人
の
背
に
頼
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
 

そ
の
た
め
に
、
そ
う
し
た
運
搬
具
の
発
達
は
実
に
目
ざ
ま
し
く
、
他
地
方
の
比
で 

は
な
い
。

I、

農

耕

具

前
述
の
よ
う
に
、
土
壌
は
疎
い
。
固
い
古
成
層
の
小
石
ま
じ
り
の
土
で
あ
る
〇, 

従
っ
て
こ
れ
を
耕
作
す
る
に
は
、
普
通
の
鍬
な
ど
で
は
刃
が
か
け
て
し
ま
っ
て
役 

に
た
た
な
い
。
そ
う
し
た
小
石
を
も
、
適
当
に
避
け
、
適
宜
に
耕
耘
で
き
る
工
夫 

が
こ
の
地
方
の
農
民
や
鍛
冶
屋
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

鍬

類

鍬
が
ら

改
良
双
子

鍬唐
鍬

双

子

、

鍬がら他鍬類
(中里村高橋三氏方)

左
よ
り
双
子(

フ
タ
ツ
ゴ)

、
唐
鍬
、
鍬
、
改
良
双
子
、
鍬
ガ
ラ

こ
れ
ら
い
ず
れ
も
刃
先
が
二
股
に
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
唐
鍬
も
二 

股
で
あ
り
、
し
か
も
刃
先
が
丸
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
石
に
当
っ
た 

場
合
の
シ
ョ
ッ
ク
を
少
く
し
よ
ぅ
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

〇



え

ぐ

わ

エグワ(鋳鍬)
(中里村高橋三氏)

I

見
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
柄
が
、
鍬
面
を
平
に
於
い
て
肩
に
く
る 

の
が
普
通
と
さ
れ
る
。
柄
の
長
さ
は
二m
を
越
す
の
が
普
通
。
七
尺
五
寸
が
普
通 

で
あ
る
と
い
う(

万
場
町
に
て)

草
か
き
・
ア
ヒ
ル
口 
.

ミ
ツ
ゴ

左
か
ら
三
丁
が
草
か
き
。
そ
の
う
ち
中
夬
の
も
の
に
こ
の
地
方
ら
し
い
特
徴
が 

み
ら
れ
る
。
前
掲
唐
鍬
に
似
た
効
用
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ア
ヒ
ル
口
は
左
ょ
り
二 

番
目
。
ま
た
カ
タ
ッ
ル
と
い
う
。

つ
る
は
し
の
片
方
だ
け
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う 

が
、
こ
う
し
た
も
の
が
農
耕
用
具
で
あ
る
と
こ
ろ
に
地
域
性
が
あ
る
。

草かき アヒル口’ニツごcマングワ) 
片ツル

草かき•アヒル口.ミツゴ
(中里村高橋三氏)

麦
の
土
入
れ

も
ぐ
ら
さ
し

麦
の
土
入
れ
は
、
ど
こ 

に
で
も
あ
る
も
の
。
も
ぐ 

ら
さ
し
は
珍
し
い
。

麦の土入もぐらさし 

麦の土入れ•もぐらさし 
(中里村高橋三氏)



鎌 

類

下刈鎌 草刈鎌 桑切鎌

鎌類
(中里村高橋三氏方)

左
か
ら
桑
切
鎌•

中
央
二
つ
が
草
刈
鎌.

下
刈
鎌
。

せ

ん

ば

せんば
(中里村山口功氏)

千
歯
の
形
式
は
そ
ぅ
変
つ
て
い
な
い
が
、
歯
に
し
の
を
使
用
し
て
い
る
点
が
原 

始
的
で
面
白
い
。

は
で
は
た
き
棒

向
っ
て
右
ビ
ャ
ー
と 

い
う
の
は
、
嬌
恋
村
で 

バ
イ
と
い
っ
て
い
る
も 

の
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
 

豆
は
た
き
に
使
わ
れ
る
。
 

ェ
ゴ
の
木
で
作
る
の
で 

あ
ろ
う
か
。
左
は
、
水 

上
町
で
ボ
ゥ
チ
ボ
ゥ
と 

い
っ
て
い
る
も
の
。

こ 

こ
で
は
コ
テ
と
い
う
ら 

し
い
。
手
前
の
柄
を
つ 

か
ん
で
ク
ル
リ
、
ク
ル 

リ
と
廻
し
て
叩
く
の
で
、
 

豆
だ
け
で
な
く
、
小
麦 

な
ど
に
も
使
用
し
た
ら 

し
い
。

こ
れ
に
長
い
竹

の
柄
を
つ
け
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
を
万
場
町
で
は
ク
ル
リ
と
い
っ
て
い
る
。

はではたき棒
(中里村新津行信氏)

砥

ず

か

リ

ス
カ
リ
は
網
状
の
も
の
。
砥
石
を
入
れ
る
網
袋
。



砥ずかり
(中里村神原茂雄)

木
の
葉
か
き

上
二
本
が
そ
れ
。
櫸 

の
木
の
三
叉
の
枝
を
利 

用
す
る
原
始
的
な
も
の

が
面
白
い
。

木の葉かき
(中里村神原茂雄)

二
、

遲

搬

具

筆
者
が
、
万
場
町
東
塩
沢
の
黒
沢
国I

氏
宅
で
調
査
し
た
か
ご
の
仲
間
等
も
次 

の
ご
と
く
で
あ
る
。

ホ
カ
ゴ 

麦
の
穂
を
つ
ん
で
入
れ
る
。
竹

か

ご(

43X

65X

52B)

ゥ
マ
カ
ゴ 

馬
に
つ
け
る
か
ご
。

こ
れ
に
肥
料•

収
穫
を
入
れ
て
運
ぶ
。
他 

の
地
方
で
は
、
ビ
ク
と
よ
ば
れ
る
わ
ら
製
や
、
木
製
桶
に
な
っ
て
い
る
も 

の
が
、
こ
こ
で
は
竹
製
で
あ
る
。
(

61X

41X

52
娜)

シ
ョ
イ
カ
ゴ 

い
ろ
い
ろ
背
負
い
歩
ぐ
。
(

8.5X

25X

170

咖)

ク
ワ
ト
リ
コ
シ
ゴ 

桑
つ
み
ざ
る64
8.5x32
.5X4
2.0S

ツ
ミ
コ
シ
ゴ 

肥
(

こ
え)

を

ツ

ム(

ま
く)

か

ご(

50X

32.X

34.5S
 

三
升
コ
シ
ゴ 

い
ろ
い
ろ
入
れ
る
。
(
26X

19.X

24S

コ
シ
ゴ 

こ
ん
に
ゃ
く
の
キ
ゴ
入
れ
に
使
う
。
(

径

25.5X

22S

ヒ
ョ
ゥ
タ
ン
コ
シ
ゴ 

麦

の

ア

イ(

間)

に
種
子
を
ま
く
。
そ
の
種
子
入
れ
。
 

(

径

13.5>
く168) 

'

ダ
イ
マ
ル 

ク
ズ
葉
か
き
に
用
い
る(

径

84X

113
側)

以
上
か
ご
の
仲
間
で
も
九
種
類
に
達
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
名
称
は
、
し
っ
か 

り
し
た
規
格
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
大
小
は
家
に
よ
っ
て
違
う
。
い 

ず
れ
も
用
途
に
よ
る
名
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
種
類
が
多
い
と
い
う 

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
こ
う
し
た
運
搬
用
容
器
に
頼
る
度
合
が
多
い
こ
と
を
示
し
て 

い
る
。



籠

類

馬かご 桑取こしご背負かご穂かご
つみかご

かご類5種
(万場町高橋貞義氏方)

馬
か
ご
、
つ
み
か
ご
、
桑
取
こ
し
ご
、
背
負
い
か
ご
、’
穂
か
ご

だ
い
ま
ん
か
ご

だいまんかご
(中里村新津行信氏方)

シ

ョ

イ
コ
と
駄
棒

ショイコと駄棒
(上野村高橋三四郎氏方) 



説
明 

背
中
に
当
る
と
こ
ろ
は
、
わ
ら
や
茗
荷
の
か
ら
で
な
っ
た
な
わ
で
ま
き 

つ
け
て
あ
る
。
荷
つ
け
に
使
用
す
る
な
わ
は
五
尋
。

シ
ュ
ロ
や
麻
を
用
い
た
。
大 

小
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
大
き
い
も
の
は
、
高
さ
二 B

を
こ
す
も
の
も
あ
る
。
子
ど
も 

用
の
ご
く
小
さ
い
も
の
も
あ
る
。

駄
棒
は
、
杖
と
し
て
も
使
い
、
ま
た
こ
れ
に
た
て
か
け
て
休
む
場
合
も
あ
る
。

シ
ヨ
イ
ズ
カ
リ

ショイズカリ
(中里村小林保夫氏)

他
地
方
で
は
ビ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
地
方
で
は
、
シ
ュ
ロ
の
葉
を
使
つ 

て
編
ん
だ
も
の
を
上
と
す
る
。
写
真
が
そ
れ
。

I

般
に
は
シ
ュ
ロ
の
毛
や
岩
ス
ゲ 

を
用
い
る
。

キ

ン

マ

(中里村浅見伝五郎氏)

木
材
を
運
搬
す
る
木
そ
り
で
あ
る
。

ハ
リ
ッ
カ
ア

馬
か
ご
や
ざ
る
を
、
当 

地
方
特
産
の
丈
夫
な
和
紙 

を
は
っ
て
く
る
み
、
粉
類 

を
入
れ
て
運
ん
だ
。

ハリッカア
(中里村神原茂雄)



三
、
製

紙

用

具

万
場•

中

里•

上
野
三
町
村
は
、
古
来
山
中
紙
の
生
産
で
知
ら
れ
て
い
た
。
江 

戸
時
代
に
扣
い
て
も
、
和
紙
は
重
要
な
租
税
対
象
物
で
ぁ
•〇
た
。
近
年,

急
速
に 

そ
の
生
産
が
衰
え
て
、
ほ
と
ん
ど
廃
絶
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
が
、
往
年
は
、
多 

ぐ
の
家
々
で
そ
の
生
産
に
当
っ
た
の
で
ぁ
る
。

カ

シ

キ(

楮
ふ
か
し
桶)

カシキ(楮ふかし桶) 
(中里村神原茂雄氏)

大
釜
の
中
に
楮
を
立
て
て
、
こ
の
桶
を
か
ぶ
せ
て
楮
を
む
す
。
万
場
町
黒
沢
国 

一
氏
方
で
は
フ
カ
シ
コ
ガ
と
い
い
、
小
束
で
六
把
を
ふ
か
す
。
長
さ
二
尺
四
寸
の 

i

の

楮
ぶ
ち
板
と
棒

こ
の
板
の
上
に
ょ
く
煮 

た
楮
を
た
た
く
。
万
場
町 

高
橋
貞
義
氏
方
の
板
は
、

230X

45X

8.5⑽
で
、
カ
ゾ 

ウ
チ
ヅ
チ
は
径

82§
x

長 

さ

49
cm
で
あ
つ
た
。

楮ぶち板と棒
(申里相' 神原茂雄氏)

楮
ひ
き
台(
丸
つ
ら)

とd

刀

-

の
台
で
、
楮
の
皮
を
と
る
。

楮ひき台(丸つら)と小刀
C中里村神原茂雄氏)



紙すきすだれ
(上野村池口竹一郎氏)

紙
す
き
す
た
れ

紙
す
き
の
す
だ
れ
で
あ
る 

が
、
万
場
町
で
は
単
に
ス
ノ 

コ
と
い
い
、
ノ
ベ
ジ
と
カ
ヤ 

ズ
と
が
あ
る
。

ノ
ベ
ジ
は
障 

子
紙
用
で
内
径

44.8X

32.5
〒 

ヵ
ャ
ズ
は
蚕
座
紙
用
内
径

45 

X

34.3
娜
で
ぁ
っ
た
。

ぃ
ず
れ 

も
竹
を
細
く
さ
い
て
、
馬
の 

尾
の
毛
で
編
む
。

紙
す
き
舟

こ
の
中
に
ょ
く
叩 

い
て
細
か
く
な
つ
た 

楮
を
入
れ
た
も
の
と 

交
ぜ
合
わ
せ
て
か
き

ま
ぜ
て
紙
を
す
く
。

万
場
町
高
橋
貞
義
氏

方
の
舟
は
、
長
さ

98

0
、

巾

65
挪
、
深
さ

95
咖
(

い
ず
れ
も
内

の
り)

で
あ
つ
た
。

紙すき舟
C中里村神原茂雄氏)

紙

切

用

具I

式

紙切用具一式
C中里村黒沢武也氏)

カ
ン
ド
リ
ボ
ウ

(

紙
取
棒)

と
は
け

紙
台
か
ら
こ
の
棒
で
と 

り
、
紙
干
板
に
は
り
つ
け 

る
。
は
け
で
は
り
つ
け
る
。

カンドリボウ(紙取棒)とはけ 
(中里村神原茂雄氏)



四
、
漆
か
き
用
具

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
調
査
員
神
原
茂
雄
氏
の
、
井
上
勇
治
氏
か
ら
の
貴
重
な
聞 

書
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

「
漆

か

き

」

に

つ

い

て
(

井
上
勇
治
談)

漆
か
き
の
時
期
は
六
月
か
ら
十
月
迄
で
、
こ
の
間
が
仕
事
の
期
間
で
あ
る
。

こ 

の
内
で
も
、
七
月
末
か
ら
八
月
がI

番
質
の
良
い
も
の
が
取
れ
る
の
で
、I

番
い 

そ
が
し
い
。

漆
か
き
は
朝
が
早
い
。
日
中
で
は
液
が
す
ぐ
乾
き
、
又
液
が
水
状
に
な
っ
て
流 

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
朝
三
時
頃
起
き
て
陽
の
あ
た
る
頃
に
は
帰
っ
て
く
る
。
手
甲 

を
付
け
、
作
業
用
の
仕
度
に
着
替
え
、
布
で
出
来
た
腰
袋
に
漆
か
き
の
小
道
具
を 

入
れ
、
腰
に
皮
む
き
用
の
腰
鎌
を
さ
し
、
て
ん
こ
を
持
っ
て
出
か
け
る
。
腰
鎌
で 

木
の
荒
皮
を
む
き,

次
に
切
鎌
を
出
し
て
下
の
方
か
ら
五
分 
(

1.5g
位)

ほ
ど
の 

み
ぞ
を

I  

本
つ
け
る
。
液
が
出
た
ら
取
べ
ら
で
か
き
集
め
て
、
持
っ
て
き
た
て
ん 

こ
に
入
れ
る
。
み
ぞ
は一

日

に

一

筋
で
、
五
日
目
毎
に
ま
わ
っ
て
行
き
、
前
の
み 

ぞ
ょ
り
少
し
長
く
み
ぞ
を
付
け
る
。
そ
の
作
業
が
秋
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
秋
に
な 

っ
て
、
木
の
う
ら
側
や
枝
に
な
る
と
秋
目
と
言
っ
て
漆
の
質
も
悪
く
な
り
、
切
鎌 

も
秋
目
用
の
鎌
を
使
う
。
漆
の
液
汁
は
一
回
に|

匁 
(

3.75
牙)

ぐ
ら
い
で
、

一
日 

に
百
本
位
ま
わ
る
。
五
日
毎
に
ま
わ
る
の
で
一
夏
に
五
百
本
く
ら
；い
は
な
い
と
仕 

事
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
が 

一
人
の
作
業
本
数
で
、
中
に
は
量
の
多
い
も
の
と
少
い 

も
の
が
あ
り
、
雨
の
日
や
天
気
の
良
い
日
、
ま
た
、
降
り
年
、
乾
き
の
年
に
ょ
っ 

て
も
量
が
違
う
と
い
う
。

漆
の
木
は
下
か
ら
か
き
始
め
る
が
、
高
く
な
る
に
従
い
足
場
を
造
る
。

二
尺 
( 

約

60B
)  

く
ら
い
の
棒
を
ア
ケ
ビ
の
ツ
ル
で
し
ば
り
、
だ
ん
だ
ん
上
に
あ
げ
て
行 

ぐ
。
秋
目
に
な
る
と
竹
の
ハ
シ
ゴ
を
使
う
。
取
れ
る
漆
の
質
は
、
六
月
か
ら
七
月 

中
旬
迄
が
雨
期
の
た
め
質
が
悪
く
、
ま
た
、
九
月
か
ら
十
月
迄
も
秋
目
と
言
っ
て

質
が
悪
い
。

I

番
良
い
の
は
七
月
末
か
ら
八
月
中
の
も
の
だ
そ
う
で
す
？

漆
か
き
の
仕
事
は
体
が
丈
夫
で
な
い
と
務
ま
ら
な
い
と
い
う
。
朝
早
い
上
に
、
 

-

日
の
歩
く
距
離
が
大
へ
ん
長
く
な
り
、
そ
れ
が
毎
日
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
か
ら
で
、
寒
暖
風
雨
炎
暑
の
中
と
悪
天
候
に
も
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ま
た
、
近
く
に
漆
の
木
が
な
く
な
れ
ば
泊
り
込
み
で
遠
く
へ
出
か
け
な
け
れ
ば
な 

ら
な
く
な
る
。
勇
治
さ
ん
は
そ
の
為
、
埼
玉
県
の
秩
父
方
面
の
正
丸
峠
か
ら
吾
野 

迄
足
を
の
ば
し
、
沼
田
や
吾
妻
の
奥
ま
で
も
漆
を
求
め
て
出
か
け
て
行
っ
た
と
い 

う
。
そ
の
足
跡
は
全
県
下
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

漆
の
取
引
き
は
目
方
で
さ
れ
る
。
出
荷
先
は
福
井
県
の
鯖
江
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ 

の
大
き
さ
の
樽
に
入
れ
、
渋
紙
で
ふ
た
を
し
、
ロ
に
板
を
は
め
込
み
、
ま
わ
り
に 

竹
の
タ
ガ
を
ま
わ
す
。
そ
の
上
か
ら
縄
で
四
方
八
方
に
か
か
り
出
荷
す
る
。

近
年
、
漆
を
か
ぐ
人
が
少
く
な
り
、
は
た
屋
で
使
う
型
紙
や
美
術
品
を
造
り
、
 

ま
た
、
保
護
す
る
の
に
不
足
気
味
だ
と
い
う
。
日
光
の
東
照
宮
で
は
こ
の
た
め
漆 

を
栽
培
し
、
必
要
量
を
確
保
す
る
ょ
う
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。

勇
治
さ
ん
の
手
造
り
の
ヵ
ン
バ
ト
ー
ラ
ン
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
実
に
見
事 

な
も
の
で
、
漆
を
使
っ
た
手
造
り
の
も
の
が
美
し
く
丈
夫
で
実
用
的
な
の
に
驚
い 

た
。こ

れ
は
余
談
で
あ
る
が
、
漆
と
聞
い
た
だ
け
で
か
ぶ
れ
性
の
人
は
む
ず
か
ゆ
く 

な
る
の
に
、
勇
治
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
も
な
ぐ
漆
と
共
に
暮
し
て
き
た
。

I  

夏
着 

た
作
業
衣
は
、
秋
に
な
る
と
パ
リ
パ
リ
に
な
っ
て
欠
け
る
ょ
う
に
な
る
と
い
う
。
 

釦
子
さ
ん
の
仁
さ
ん
は
、
木
の
上
で
て
ん
こ
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
、
全
身
に
漆
の 

液
を
か
ぶ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
か
ぶ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
小
さ
い
孫
の
人
も 

か
ぶ
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
。
免
疫
性
の
遺
伝
と
い
う
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
不 

思
議
に
感
じ
る
。

(

調
査
者
神
原
茂
雄)



てんこ•腰袋
(中里村井上勇治氏)

て
ん
こ.

腰
袋

て
ん
こ
は
、
ホ
オ
の 

木
の
皮
で
つ
く
る
。
漆 

が
乾
い
て
固
く
な
っ
て 

も
、
ホ
ゥ
の
皮
は
せ
ん 

い
質
な
の
で
か
け
る
こ 

と
が
少
い
。
腰
袋
は
布 

製
で
漆
か
き
の
小
道
具 

を
入
れ
る
。

腰

鎌

鎌
は
刃
先
が
曲
り,

皮
.•
一
 

を
は
ず
り
易
く
で
き
て
いJ 

る
。
柄
は
腰
に
さ
し
た
と. 

き
抜
は
落
ち
な
い
ょ
ぅ
に 

元
が
太
く
な
っ
て
い
る
。
..

一番古いもので刃が
うすくなった腰鐘

C中里村井上勇治氏)

切
鎌
と

取
り
へ
ら

切
鎌
は
刃
先
が
二
又
に 

分
れ
て
い
て
、

I

方
の
刃 

は
二g

ぐ
ら
い
反
転
し
て 

い
る
。
取
り
べ
ら
の
先
も 

曲
っ
て
い
て
、
液
汁
を
か 

き
集
め
易
く
で
き
て
い
る
。

切鎌と取りへら
(中里村井上勇治氏)

ご

ん

ぐ

リ

と

へ

ら

柄
の
ぁ
る
の
が
ご
ん
ぐ
り
。
桶
か
ら
他
の
容
器
へ
移
す
時
に
、
桶
の
ま
わ
り
に 

つ
い
た
液
を
か
き
集
め
る
。
他
は
ヘ
ラ
。
他
の
も
の
に
つ
い
た
液
を
こ
そ
げ
る
。

ごんぐりとへら
Q中里村井上勇治氏)

こ
ん
ぐ
り

へ
ラ



え
ぐ
り

刃
先
が
ま
が
り
、
 

細
い
枝
に
も
み
そ
が 

つ
け
易
く
で
き
て
い 

る
〇

えぐり
(中里村井上勇治氏)

出

荷

用

樽
•

渋
紙

大
樽
は
八
貫 

匁
樽
、
小
樽
は 

五
百
匁
樽
。
手 

前
が
渋
紙
で
、
 

こ
れ
は
、
和
紙 

二
枚
を
縦
と
横 

に
柿
の
渋
で
は 

り
合
せ
て
つ
く 

る
。
出
荷
の
際
、
 

樽
の
上
に
ピ
ッ 

タ
リ
と
蓋
を
し 

て
乾
燥
を
防
ぐ
、
 

丈
夫
な
紙
で
あ 

る
〇

500匁用樽渋紙 8,用樽

出荷用樽•渋紙
C中里村井上勇治氏)

五

そ

の

他

板
割
な
た

西
上
州
で
は
板
屋
根 

が
普
通
で
ぁ
っ
た
。
そ 

の
材
料
と
な
っ
た
も
の 

は

栗•

杉
な
ど
が
主
で 

ぁ
っ
た
が
栗
が
重
ん
じ 

ら
れ
た
。
そ
れ
を
割
る 

な
た
。
左
か
ら
大
割
な, 

た
•

中
害
な
た•

小
割 

な
た
。

板割なた
C中里村高橋三氏)

き
じ
笛.

鹿
笛

左
同
形
五
こ
が
き 

し
笛
。
そ
の
ぅ
ち
中 

央
が
雄
用
で,

他
は

雌
用
。
右I

こ
が
鹿

キジのオス用他はメス用鹿笛

きじ笛、鹿笛
C中里村岩崎正光氏)



竹

簇

織

機

昭
和
初
期
ょ
り
竹
簇
を
自
家
で
織
る
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。
そ
の
時
の
用
具
。

竹簇織機
(万場町高橋貞義氏)

ケ

ダ

イ
(

み

の)

ケタ*イ(みの)
(中里村高橋三氏)

シ
ュ
ロ
の
毛
で
つ
ぐ
っ
た
み
の
、
雨
に
強
ぐ
温
い
が
通
気
性
も
ぁ
る
。
同
地
方 

に
は
、

シ
ュ
ロ
の
栽
培
が
若
干
認
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
ぅ
し
た
目
的
が
ぁ
っ
た
。



繩

ブ

チ

機

二
本
の
縄
を
、
こ
れ
を
使
っ
て
両
方
か
ら
ょ
り
を
く
れ
な
が
ら
太
い
縄
を
ょ
る
。

縄ブチ機
(中里村神原茂雄氏)

庭 

ほ 

う 

き

左
か
ら
キ
ジ
カ
ク
シ•

カ
ナ
ツ
ツ
ジ•

竹
。
前
二
者
は 

つ 

つ
じ
科
の
植
物
で
あ 

ろ
う
。
竹
ぼ
う
き
は
普
通
に
み
ら
れ
る
が
、
山
中
に
は
つ 

つ
じ
の
枝
を
採
っ
て
箒 

と
す
る
例
が
多
い
の
で
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
。

庭ほうき
〔中里村高橋三氏)

(

都
丸
十
九I

)
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西
毛
地
方
の
鳥
類
概
要

地

区

と

内

容

群
馬
県
下
に
生
息
す
る
鳥
類
は
二
五
〇
余
種
に
の
ぼ
る
が,

こ
の
う
ち
で
シ
ギ
、
 

チ
ド
リ
の
仲
間
を
除
い
た
二
〇
〇
種
近
い
種
が
西
毛
地
方
で
記
録
す
る
こ
と
が
で 

き
る
。

一  

帯
の
海
抜
は
高
く
は
な
い
が
交
通
の
不
便
さ
か
ら
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た 

一
帯
で
も
あ
り
自
然
が
い
た
る
所
に
残
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
は
奥
地•
へ 

行
く
ほ
ど
に
顕
著
に
現
わ
れ
群
馬
で
も
貴
重
な
種
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く 

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
に
こ
う
い
っ
た
奥
地
へ
も
林
道
が
建
設
さ
れ
自
然
林 

が
伐
採
さ
れ
鳥
類
の
生
息
地
が
改
変
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
さ
ら
に
は 

木
材
生
産
高
を
上
げ
る
た
め
に
自
然
林
か
ら
人
工
林
に
改
植
さ
れ
ス
ギ
、
匕
ノ
キ' 

ヵ
ラ
マ
ッ
等
の
単
林
に
な
っ
て
い
く
が
、
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
鳥
類
の
生
息
を
極 

度
に
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
人
工
林
が
鳥
類
に
と
っ
て
好t

ざ
る
生
息
地
で
あ
る
こ 

と
は
あ̂

り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鳥
類
を
守
る
唯I

の
施
設
で
あ
る
鳥
類
保
護
区
は
西
毛
地
区
に
関
し
て
は
特
に 

少
な
い
。
上
野
村
を
中
心
と
し
た
関
東
山
地
に
至
っ
て
は
鳥
類
の
大
生
息
地
に
も 

か
か
わ
ら
ず
指
定
個
所
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
厳
冬
期
は
ハ
ン
タ
ー
の
往
行
す
る 

一  

帯
と
な
り
狩
獵
鳥
類
は
も
ち
ろ
ん
保
護
鳥'$

で
も
違
法
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。
も 

っ
と
も
鳥
類
保
護
区
の
設
定
等
も
名
称
の
み
の
指
定
で
あ
り
、
し
い
て
い
え
ば
ハ 

ン
タ
ー
のM

入
を
禁
止
し
て
い
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
鳥
類
保
護
区
内
で
の
樹 

木
の
伐
採
も
特
別
保
護
区
以
外
で
あ
れ
ば
自
由
で
あ
り
、
鳥
類
の
た
め
の
環
境
維 

持
な
ど
法
的
に
何
ら
束
縛
す
る
も
の
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
し
て
鳥
類 

の
安
住
の
地
と
し
て
両
手
ば
な
し
で
喜
べ
る
一
帯
で
は
な
く
確
実
に
激
少
のI

途 

を
た
と
っ
て
い
る
と1

1
4

え
よ
う
〇

西
毛
地
方
の
鳥
類
に
つ
い
て
の
特
色
と
云
え
ば
、
厳
冬
期
で
も
積
雪
が
少
な
く 

比
較
的
温
暖
な
山
地
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
上
越
地
方
を
は
じ
め
東
北
地
方
よ
り

南
下
し
た
鳥
類
が
越
冬
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
反
面
南
方
系
の
鳥
の
北 

限
と
も
な
っ
て
お
り
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
生
息
地
と
も
ど
も
貴
重
な
種
を
見
る
こ 

と
が
出
来
る
。

西
毛
地
帯I

帯
は
今
後
急
速
に
開
発
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
太
古 

よ
り
生
息
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
鳥
類
を
自
然
の̂

t

の
状
態
で
残
す
こ
と
は
広
い 

意
味
で
の
私
達
の
生
活
を
う
る
お
し
環
境
維
持
に
も
関
連
し
て
い
る
た
め
に
現
況 

を
把
握
し
法
律
の
ゆ
る
さ
れ
る
最
高
の
管
理
化
を
早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

西
毛
地
方
に
お
け
る
責
重
な
鳥
類
生
息
地

〇 

オ
シ
ド
リ
集
団
越
冬
地 

A
i
x  

g
a
l
e
r
i

2
1

a
t
a
,

場
所 

碓
氷
郡
松
井
田
町
横
川 

仲
木
湖
一
帯

従
来 

仲
木
沢|

帯
に
生
息
し
繁
殖
し
て
い
た
が
仲
木
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
冬 

期
は
湖
水
で
越
冬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
に
は
二
〇
羽
前
後
の
小
群 

で
い
ず
れ
も
妙
義
山I

帯
に
繁
殖
す
る
個
体
で
あ
っ
た
が
、
年
を
追
っ
て
各
地
よ 

り
飛
来
し
増
加
の
傾
向
を
た
ど
り
昭
和
四
十
五
年
に
は
約
一
〇
〇
〇
羽
を
数
え
る 

に
い
た
っ
た
。
そ
の
後
一
時
減
少
し
三
〇
〇/

四
〇
〇
羽
の
数
に
固
定
し
て
い
た 

が
、
五
一
年
春
の
調
査
で
九
〇
〇
羽
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
数 

多
く
の
オ
シ
ド
リ
が 

一
定
箇
所
に
越
冬
の
た
め
生
息
し
て
い
る
地
域
は
全
国
的
に 

も
な
く
き
わ
め
て
稀
少
価
値
の
高
い
場
所
で
あ
る
。

白
雲
山
の
西
斜
面
が
絶
好
の
休
息
場
で
あ
り
、t

た
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
の 

で
湖
水
上
が
危
険
と
感
じ
る
と一

斉
に
そ
こ
へ
飛
去
る
。
採
食
も
仲
木
湖
を
中
心 

と
し
た
各
河
川
の
樹
林
内
に
入
り
ド
ン
グ
リ
等
を
食
す
る
。

現
在
白
雲
山
側
は
岩
と
樹
林
で
被
わ
れ
安
住
の
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
近
年
湖 

水
ぞ
い
に
釣
師
が
多
数
入
り
、
オ
シ
ド
リ
を
飛
び
た
た
せ
て
し̂

う
。
湖
水
も̂
 

た
釣
舟
が
浮
び
オ
シ
ド
リ
の
安
住
の
時
間
は
朝
夕
の
寸
時
だ
け
に
な
っ
て
しt

う
。
 

オ
シ
ド
リ
の
集
団
が
構
成
さ
れ
る
の
は
十
月
の
初
旬
か
ら
三
月
い
っ
ぱ
い
な
の
で 

+
 |

月
か
ら
三
月
ま
で
の
四
ケ
月
間
は
釣
舟
を
禁
止
す
る
か
、
ま
た
は
白
雲
山
側



だ
け
で
も
ブ
ィ
等
で
区
切
り
安
住
の
地
域
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

白雲山斜面で休息する

オシドリの小群

氷面上のォシドリ

〇 

サ
ギ
類
繁
殖
地

場
所 

高
崎
市
岩
鼻
町
群
馬
の
森

鳥
種 

ヨ
シ
ゴ
イ 

オ
オ
ヨ
シ
ゴ
イ 

ゴ
イ
サ
ギ 

サ
サ
ゴ
イ 

ア
マ
サ
ギ 

コ
サ
ギ
チ
ュ
ゥ
サ
ギ
ダ
イ
サ
ギ

高
崎
市
の
南
東
に
位
置
す
る
旧
岩
鼻
火
薬
所
跡
の
森
に
コ
ロ
ニ
ー
を
構
成
す
る
。
 

サ
ギ
類
に
は
上
記
の
ぅ
ち
で
も
特
に
チ
ュC

サ
ギ
、
コ
サ
ギ
、
ゴ
イ
サ
ギ
が
多
い
。
 

そ
の
数
推
定
二
〇
〇
〇
羽
を
か
ぞ
え
県
下
は
も
ち
ろ
ん
関
東
で
も
屈
指
の
規
模
を 

構
成
し
て
い
る
。

こ
の
森
の
主
体
を
成
し
て
い
る
の
は
カ
シ
の
樹
で
か
か
え
る
ば
か
り
の
太
さ
に



成
長
し
た
巨
樹
が
天
蓋
を
お
お
ぅ
さ̂

は
ま
さ
に
原
始
林
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
カ
シ
の
枝
々
に
巣
を
構
築
し
、
抱
卵
育
雛
す
る
の
で
あ
る
が
、I

本
の
樹 

に
約
二
〇/

三
〇
の
巣
が
作
ら
れ
営
巣
が
な
さ
れ
て
い
る
。
元
来
サ
ギ
類
は
ど
の 

地
方
で
も
松
か
竹
を
主
体
に
し
て
の
コn

ニ
ー
で
、
そ
の
結
果
は
多
量
の
糞
の
放 

出
に
ょ
っ
て
、
さ
す
が
の
樹
も
枯
れ
て
しt

ぅ
の
が
常
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら 

こ
の
カ
シ
の
樹
は
き
わ
め
て
強
堅
な
樹
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
コ
ロ
ニ
ー

で
も 

尚
生
き
生
き
と
成
長
を
続
け
、
サ
ギ
類
の
格
好
の
営
巣
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
春 

四
月
南
国
か
ら
渡
来
し
て
き
た
チ
ユ
ゥ
サ
ギ
、
コ
サ
ギ
に
混
じ
て
全
国
的
に
数
少 

な
い
了
マ
サ
ギ
の
特
異
な
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
数
約I

〇
〇
羽
。
近 

く
の
水3

で
巣
を
営
む
ヨ
シ
ゴ
ィ
、
オ
オ
ヨ
シ
ゴ
ィ
も
見
ら
れ
る
。

現
在
、
旧
岩
鼻
火
薬
所
跡
は
三
等
分
さ
れ
中
央
に
群
馬
の
森
が
あ
り
、
そ
の
南

東

の

一

角
に
こ
れ 

ら
サ
ギ
類
の
コ
ロ 

ニ
ー
か
あ
る
力, 

以
前
は
群
馬
の
森 

の
中
央
部
に
あ
た 

る
場
所
か
ら
原
子 

力
研
究
所
に
か
け 

て
の
広
い
範
囲
に 

コ
ロ
ニ
ー
が
あ
つ 

た
。
戦
後
、
昭
和 

三
〇
年
ご
ろt

で 

は
約
二
〇
、
〇
〇
〇 

羽
を
数
え
、
埼
玉 

県
の
特
別
天
然
記 

念
物
に
指
定
さ
れ 

て
い
る
野
田
の
サ 

ギ
山
に
次
ぐ
規
模 

で
あ
っ
た
が' 

環

境
悪
化
に
よ
り
昭
和
四
〇
年
に
は
五
〇
〇
〇
羽
に
減
り
、
現
在
二
〇
〇
〇
羽
を
保 

っ
て
い
る
。
す
で
に
野
田
の
サ
ギ
山
は
壊
滅
状
態
に
あ
る
な
か
で
、
こ
こ
群
馬
の 

森
の
コ
ロ
ニ
ー
は
昔
日
の
盛
況
さ
は
と
う
て
い
見
ら
れ
ぬ
も
の
の 

I  

大
コ
ロ 

1
1
1

 

を
構
成
し
て
い
る
。

昨
今
、
群
馬
の
森
が
整
備
さ
れ,

多
く
の
人
々
が
園
内
に
入
り
、I

部
の
者
は 

サ
ギ
の
コ
ロ
ー
ー
ー
内
に
ま
で
入
る
が
、
こ
れ
以
上

V:
入
に
よ
っ
て
サ
ギ
類
を
脅
か 

す
こ
と
は
営
巣
場
所
の
放
棄
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
。
周
辺
一
帯
を 

W1
入
禁
止
に
し
環
境
維
持
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

〇 

カ
モ
類
集
団
越
冬
地

場
所 

群
馬
郡
箕
郷
町
中
部
用
水

鳥
種 

オ
シ
ド
リ 

マ
ガ
モ 

カ
ル
ガ
モ 

コ
ガ
モ

オ
ナ
ガ
ガ
モ

箕
郷
町
の
南
面
に
広
が
る
水
田
地
帯
を
う
る
お
す
た
め
に
作
ら
れ
た
中
部
用
水 

は
周
辺
約
三
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
湖
だ
が
、
秋
と
も
な
る
と
右
記
の
カ
モ
を 

主
と
し
た
群
が
越
冬
に
ぞ
く
ぞ
く
と
渡
来
し
て
く
る
。
年
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い 

は
あ
る
が
、
約
三
〇
〇
〇
羽
を
数
え
、+

 1

月
の
中
旬
が
最
盛
期
に
な
る
。
 

こ
こ
は
箕
郷
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て*

り
、
水
鳥
の
安
住
の
地
と
な
っ
て
い 

る
。
採
食
は
近
く
の
白
川
を
は
じ
め
烏
川
、
碓
氷
川
、
利
根
川
方
面
に
出
か
け
日 

中
は
危
険
を
感
じ
て̂

た
舞
い
も
ど
っ
て
来
る
。

厳
冬
期
に
入
っ
て
も
凍
結
の 

心
配
は
な
く
南
面
の
暖
か
な
陽
だt

り
で
沐
息
す 

る
。中

部
用
水
で
越
冬
す
る
カ
モ
は
狩W

鳥
が
多
く
、
こ
の
地
を
離
れ
る
と
ハ 

ン
タ 

1

に
ね
ら
わ
れ
る
の
を
知
っ
て
い
て
こ
こ
で
厳
冬
期
を
越
す
。

し
た
が
っ
て
採
食
地
と
し
て
好
適
な
の
で
は
な
く
休
息
地
と
し
て
格
好
の
地
に 

な
つ
て
い
る
。

現
在
、
全
国
的
に
カ
モ
類
が
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は 

ハ
 

ン
タ
ー
に
よ
る
原

育雛中のコサギ

Egr㊀tta gar jetta



因
が
多
大
で
あ
る
。
 

本
県
に
扣
い
て
は 

渡
来
地
と
し
て
守 

ら
れ
て
い
る
の
は 

館
林
の
城
沼
、
茂 

林
寺
沼
と
中
部
用 

,
水
の
三
力
所
し
か 

現
在
は
な
く
、
大 

型
の
鳥
が
激
減
し 

.
て'
い
る
今
日' 

何 

と
し
て
も
残
し
た 

い
場
所
で
あ
る
。

〇 

コ
ノ
ハ
ス
ク
生1

地 

0

C+US 

s
c
o
.
p
s

場
所 

甘
楽
郡
南
牧
村
大
塩
沢

黒
滝
山
不
動
寺
周
辺

標
高7

く
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
不
動
寺
附
近
の
杉
林
ょ
り
南
面
に
の
び
る
尾
根
続
き 

の
幕
岩' 

焼
山
峠
附
近
一
帯
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
岩
場
の
あ
る
雑
木
と
モ
ミ
等
針 

葉
樹
と
の
混
生
林
の
地
区
に
春
五
月
ょ
り
七
月
下
旬
ま
で
鳴
き
つ
づ
け
る
。
営
巣 

は
樹
洞
を
利
用
す
る
の
で
古
い
樹
林
に
生
息
す
る
が
、
近
年
こ
れ
ら
古
樹
の
切
倒 

に
営
巣
場
所
を
失
い
次
第
に
減
少
し
て
い
る
。
県
下
で
は
個
体
数
も
非
常
に
少
な

く
、
環
境
を
保
全
し
て
保
護
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し

特
に
必
要
な
の
は
杉
を
は
じ
め
自
然
林
の
占
樹
で
こ
れ
ら
を
伐
採
せ
ぬ
ょ
ぅ
法 

的
処
置
や
補
償
等
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
袈
で
あ
る
。

〇 

イ

ワ

ヒ

バ

リ

集

団

越

冬

地 

P
r
i
m
e

二a  

.
/
〇

ー
ー
U
r
i
s

 

場
所 

碓
氷
郡
松
井
田
町

甘
楽
郡
妙
義
町

夏
季
高
山
帯
で
繁
殖
し
た
イ
ワ
ヒ
バ
リ.,
は
秋
の
訪
れ
と
共
に
山
麓
ヘ
と
卜
っ
て 

く
る
。
し
か
し
山
麓
な
ら
全
国
何
処
に
で
も
生
息
し
て
い
る
と
：ム
ぅ
の
で
:!
/••
ク
、
 

次
の
三
つ
の
生
息
条
件
が
そ
ろ
わ
な
く
て
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
不
HJ-
能
で
あ 

る
〇そ

の
生
息
条
件
は

(1)
無
雪
地
帯
で
あ
る

(2
適
当
な
草
原
、
茇
た
は
そ
れ
に
変
る
切
り
開
か
れ
た
草
地
帯

(5)
附
近
に
岩
石
帯
が
存
在
す
る

以
上
三
つ
の
項
目
は
越
冬
す
る
イ
ワ
ヒ
バ
リ
に
は
も
っ
と
も
必
要
な
条
件
で
あ 

り
、
こ
の
条
件
を
妙
義
は
そ
な
え
て
い
る
。
現
在t

で
に
得
た
記
録
で
は
妙
義
以 

外
で
は
二/

五
羽
程
度
の
小
群
が
低
山
帯
中
部
か
ら
上
部
に
か
け
て
越
冬
し
て
い 

る
が' 

そ
れ
も
わ
ず
か
の
例
で
あ
る
。

妙
義
の
場
合
は
一
群
六
〇
羽
前
後
と
三
〇/

四
〇
羽
前
後
の
二
群
が
裏
妙
義
で 

見
ら
れ
表
妙
義
で
は
三
〇
羽
前
後
の
群
が|

群
見
ら
れ
る
。

〇 

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地

場
所 

安
中
市
板
鼻
町
鷹
の
巣

ワ
シ
タ
カ
に
属
す
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
は
ハ
ト
程
度
の
大
き
さ
の
タ
カ
で
あ
る
。

中部用水に渡来した

キンクロハジロ



全
国
的
に
生
息
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
な
く
局
地
的
に
見
ら
れ
る
だ
け
で 

あ
る
。
本
県
の
場
合
利
根
川
流
域
のI

ケ
所
と
右
記
の
崖
地
が
繁
殖
地
に
な
つ
て 

い
る
。

こ
の
地
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
が
、
こ
の
地
名
が 

鷹
の
巣
で
あ
一
る
こ
と

か
ら
し
て
ょ
ほ
と
前

か
ら
生
息
し
て
い
た 

と
思
わ
れ
る
。
 

崖
の
中
腹
の
穴
に
営 

巣
場
所
を
構
築
し
、
 

そ
の
数
は2

個 

所
の
コ
ロ
ー
ー
ー
で
あ 

る
。
繁
殖
期
は
四
月 

/

六
月
末
ま
で
が
通 

常
で
あ
り
、
そ
れ
以 

外
の
時
期
で
は
姿
を 

あ
り
見
か
け
る
こ 

と
が
な
い
。

近
年
こ
の
近
く
に 

ク
レ
ー
射
撃
場
が
完 

成
し
、
終
日
銃
砲
の 

音
が
聞
こ
え
、
さ
ら 

に
は
近
く
を
国
道

I

八
号
が
あ
り
自
動
車
の
往
来
が
は
げ
し
い
。

生
息
環
境
と
し
て
は
最
悪
の
場
所
で
あ
る
が
、
近
く
を
碓
氷
川
が
流
れ
、
そ
こ 

に
は
捕
食
す
べ
き
小
昆
虫
や
小
動
物
が
多
い
の
で
毎
年
こ
こ
で
繁
殖
が
営t

れ
る
。
 

コ
ロ 

ーーー
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
全
国
的
に
タ
カ
類
が
激
減
し
て
い
る
今 

日
、
強
力
な
保
護
対
策
が
望
ま
れ
る
。

〇 

コ
ノ
ハ
ズ
ク
生M

地 

o

c+us 

s
c
o
p
s

場
所 

碓
氷
郡
松
井
田
町
霧
積
温
泉I

帯

ミ
ズ
ナ
ラ
’
リ
ョ
ゥ
ブ
、

ハ
ン
ノ
キ
、
シ
デ
類
、
カ
エ
デ
の
類
等
の
闊
葉
樹
と 

ス
ギ
、
マ
ツ.

ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
の
混
生
林
で
被
わ
れ
て
い
る
。
 

本
種
が
営
巣
す
る
古
木
の
原
生
樹
も
ず
い
所
に
残
っ
て
お
り
、
生
息
環
境
は
良 

好
で
あ
る
。

し
か
し
昨
年(

昭
和
五
十
年)

霧
積
川
下
流
に
建
設
中
だ
っ
た
霧
積
ダ
ム
が
完 

成
し
た
為
に
車
道
の
整
備
と
観
光
客
の
入
山
等
が
予
想
以
上
に
急
速
に
進
む
こ
と 

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
自
然
林
の
伐
採
、
人
工
林
へ
の
改
植
等
と
環
境 

の
変
化
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
本
種
の
生
息
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
る
と
田
令
。
 

現
在
、
本
種
に
つ
い
て
の
保
護
対
策
は
何
ら
ほ
ど
こ
さ
れ
て
は
い
な
い
。
鳥
獣 

保
護
区
等
の
設
置
と
併
せ
て
自
然
林
を
残
す
ょ
ぅ
行
政
的
な
指
導
体
制
が
望̂

れ 

る
〇

〇 

ィ

ヌ

ワ

シ

生M

地 

A
q
u
i
l
a

 

c
h
r
y
s
a
e
t
o
s

場
所 

碓
氷
郡
松
井
田
町
中
木
沢
一
帯

全
域
闊
葉
樹
林
に
被
わ
れ
て
扣
り
、
山
稜 

I  

帯
に
は
、
ツ
ガ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス 

ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
針
葉
樹
が
点
在
し
て
い
る
。
岩
石
の
山
で
い
た
る
所
に
垂
直
の 

壁
が
連
続
し
て
林
立
じ
て
い
る
。
風
倒
木
が
多
く
樹
々
の
育
ち
は
悪
い
が
、
そ
の 

反
面
人
工
林
な
ど
の
造
林
は
経
営
上
成
り
立
た
な
い
の
で
林
野
の
面
積
は
人
工
林 

が
少
な
く
灌.
木
林
が
多
い
。
岩
石
帯
な
の
で
樹
々
の
根
が
浅
く
、
発
育
後
す
ぐ
に 

倒
れ
て
し
ま
ぅ
が
、
そ
こ
が
小
動
物
の
格
好
の
ね
ぐ
ら
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
本 

種
の
餌
が
確
保
出
来
る
。

捕
食
す
る
動
物
類
に
は
、
ノ
ゥ
サ
ギ
、
キ
ツ
ネ' 

タ
ヌ
キ
、
ィ
タ
チ
等
、
鳥
類 

に
は
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
域
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ

チョウゲンボウ繁殖地概略図
Falco tinn uncu 丄us



れ
て
い
る
た
め
に
生
息
数
は
豊
富
で
あ
る
。

,

奥
妙
義
の
星
穴
岳I

带
に
営
巣
場
所
が
あ
っ
た
が
、
近
年
中
木
山
一
帯
に
移
動 

し
、
営®

し
て
い
る
。
ヒ/

八
月
に
な
る
と
若
鳥
を
連
れ
た
親
鳥
を
見
る
こ
と
が 

あ
る
。

ィ
ヌ
ヮ
シ
は
昭
和
四
十
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
第
一
級 

の
貴
重
種
に
な
っ
て
い
る
全
国
的
に
も
き
わ
め
て
生
息
数
は
少
な
い
。
繁
殖
場
所 

は
全
画
で
も
あ̂

り
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
群
馬
の
場
合
、
裏
妙
義
の
岩
場
で
営
巣 

中
の
親
鳥
が
発
見
さ
れ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
関
東
で
は
は
じ
め
て
で
あ
る
。

裏
妙
義
は
ィ
ヌ
ヮ
シ
の
生
息
地
と
し
て
最
高
の
地
域
で
あ
る
が
、
近
年
開
発
の 

波
が
山
麓
ま
で
お
し
ょ
せ
て
き
て
い
る
。
生
息
地I

帯
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し

生
息
地
と
併
せ
て
保
護
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

場
所 

甘
楽
郡
南
牧
村
黒
滝
山I

:

全
域̂

^

葉
樹
林
帯
で
、
そ
こ
に
点
在
す
る
山
村
が
各
沢
ぞ
い
に
あ
る
。

ま
た 

急
斜
面
が
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
南
斜
面
が
格
好
の
小
勅
物
の
生,n
 

地
で
あ
り
、
本
種
の
捕
食
出
来
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
黑
滝
山
か
ら«

岩
に
か
け
て 

の
岩
石
帯
に
営
巣
す
る
ょ
う
で
あ
る
。
捕
食
は
中
央
の
毛
無
岩
か
ら
荒
船
山
に
か 

け
て
行
う
。
環
境
は
良
い
が
、
た
だ
黒
滝
山
の 

一
円
四
七
へ
ク
タ
ー
ル
の
み
が
保 

護
区
で
あ
る
た
め
に
密
獵
さ
れ
る
心
配
が
多
分
に
あ
る
。

〇 

ク
マ 

タ
カ
生
息
地 

S
p
i
j
a
e
t
u
s

 

n
i
p
a
l
e
n
s
i
s

場
所 

多
野
郡
万
場
町
赤
久
繩
山
南
面一

帯

豊
富
な
闊
葉
樹
に
、
モ
ミ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
針
葉
樹
を
混
じ 

た
一
帯
で
あ
る
。
赤
久
繩
山
稜|

帯
に
は
原
生
林
も
残
つ
て
お
り
環
境
は
良
好
だ 

が
、
近
年
ス
ー
パ
ー
林
道
建
設
工
事
が
は
じ̂

り|

帯
を
通
過
す
る
の
で
、
本
種 

の
生
息
が
あ
や
ぶ
ま
れ
る
。

場
所 

碓
氷
郡
松
井
田
町
恩
賀

I

帯

甘
楽
郡
下
仁
田
町
初
鳥
屋

全
域
闊
葉
樹
林
で
被
わ
れ
て
い
る
。
部
分
的
に
は
人
工
林
が
点
在
し
て
扣
り
全 

域
を
通
じ
て
原
生
林
は
少
な
く
な
り
浅
い
山
と
い
う
感
じ
を
受
け
る
。

た
だ
各
沢 

ぞ
い
に
残
さ
れ
た
原
生
林
に
本
種
の
営
巣
場
所
が
あ
る
の
で
環
境
保
全
の
た
め
に 

も
こ
れ
以
上
自
然
林
の
伐
採
を
中
止
す
る
ょ
う
強
く
望
み
た
い
。

関東ではじめて発見された

裏妙義のイヌワシの雛2羽

昭和4 9年5月2 6日撮影



場
所 

群
馬
郡
倉
渕
村
角
落
山I

帯

闊
葉
樹
と
カ
ラ
マ
ツ
の
純
林
が
多
い
。
自
然
林
も
ず
い
所
に
残
さ
れ
て
知
り
、
 

生
息
環
境
は
良
好
で
ぁ
る
。
本
種
の
営
巣
場
所
は
角
落
山
斜
面
に
ぁ
り
、
本
種
が 

捕
食
す
る
小
動
物
もI

帯
に
数
多
く
生
息
し
て
い
る
。
全
域
鳥
獣
保
護
区
に
指
定 

さ
れ
て
い
る
。

(

卯

木

達

朗)



西

毛

の

地

質

地
質
時
代
の
三
角
州

所
在
地 

高
崎
市
寺
尾
町

所
有
者 

不
明

観
音
山I

帯
に
分
布
す
る
板
鼻
層(

中
部
中
新
統)

の
中•

下
部
は
、
シ
ル
ト 

岩
相3

:
、
砂

岩.

シ
ル
ト
岩
相@

、
砂

岩•

れ
き
岩
相
(C)
の
三
相
ょ
り
な
り
、

こ 

れ
ら
がA
 B
 c
 A
 B
 C

……

と
繰
返
す
上
方
粗
粒
化
堆
積
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て 

い
る
。

こ
れ
らA
B
C

各
相
の
岩
相
や
堆
積
構
造
か
ら
、
単
位
サ
イ
ク
ル 
(
A
B
 

C
)

は
、
三
角
州
の
堆
積
を

示
し
、A

相
は
底
置
層
に
、

B

相
は
前
置
層
に,
◦

相
は 

頂
置
層
に
相
当
す
る
も
の
と 

考
え
ら
れ
て
い
る
。
板
鼻
層 

に
は
こ
ぅ
し
た
堆
積
サ
ィ
ク 

ル
がI

六
認
め
ら
れ
る
。
す 

な
わ
ち
一
六
個
の
三
角
州
が 

積
み
重
な
つ
て
い
る
わ
は
で
、
 

海
が
次
第
に
陸
化
す
る
過
程 

で
、
単
純
に
上
昇
し
て
い
つ 

た
の
で
は
な
く
、
上

昇•

沈 

降
を
繰
返
し
な
が
ら
も
、
次 

第
に
浅
く
な
り
陸
へ
と
移
化 

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 

な
お
、
現
世
の
三
角
州
を
見 

る
と
、
頂
置
層
と
前
置
層
の 

な
す
角
度
はI

般
に
小
さ
く
、

I
s

二
度
の
こ
と
が
多
い
が*

こ
こ
で
は
最
大
一
八
度
に
達
す
る
。

こ
ぅ
し
た
堆
積
サ
ィ
ク
ル
は
、
板
鼻
層
の
中•

下
部
で
は
ど
こ
で
も
観
察
で
き 

る
が
、
特
に
高
崎
市
寺
尾
町
の,

雁
行
川
に
か
か
る
花
表
橋
の
下
流K
O
S

の
が 

け
に
、
す
ば
ら
し
い
露
頭
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
三
角
州
の
構
造
が
明
り
ょ
ぅ 

に
観
察
さ
れ
る
。

参

考

文

献

久

保

誠

二•

角
田
寛
子
：
群
馬
県
高
崎
市
西
方
に
分
布
す
る
板
鼻
層 

の
堆
積
サ
ィ
ク
ル,

地
質
学
雑
誌
、
七
九
卷,

六
八
七1

六
九
七
、
 

I

九
七
三
。

ス
ラ
ン
プ
構
造

所
在
地 

富
岡
市

上
高
瀨

管
理
者 

不
明

野
上
川
の
右
岸
、
舟
川
橋 

の
下
流
三
〇m

の
崖
の
下
部 

に
見
ら
れ
る
。
鏑
川
流
域
の 

新
第
三
系
中
に
は
、
各
地
で 

ス
ラ
ン
プ
構
造
が
知
ら
れ
て 

い
る
が
、
こ
れ
は
ょ
く
状
態 

が
観
察
で
き
る
。

こ
こ
で
は 

神
戸
砂
泥
互
層
に
属
す
る
泥 

岩
中
に
、
露
頭
で
見
ら
れ
る 

範
囲
で
長
さ
約l
o
r
n

、
厚 

さ
二m

〜

|  
m

の
粗
粒
砂
岩 

が
あ
り
、
そ
の
北
側
の
端
が 

写
真
に
見
る
ょ
ぅ
に
大
き
く

三角州相を示す堆積物
A:底置層 B:前置層 〇:頂置層

スランプ構造



卷
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
海
底
地
す
べ
り
に
ょ
り
海
底
を
滑
降
し
た
末
固
結
の
砂 

岩
塊
が
、
前
方
の
抵
抗
の
た
め
曲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

参
考
文
献 

神
沢
ほ
か
：
下
仁
田
構
造
帯n

、
群
大
紀
要
自
然
、|

七
卷
、
七1

I

九
、I

九
六
八
〇

ス
ラ
ン
プ
構
造

所

在

地

多

野

郡

吉

井

町

管
理
者 

不

明(

河
川
敷)

鏑
川
に
か
か
る
松
ノ
木
瀬 

橋
の
上
流
約l
o
o
m

の
、
 

左
岸
の
崖
に
見
ら
れ
る
。

こ 

の
付
近
は
板
鼻
層
に
属
し
、
 

泥
岩
、
砂
泥
互
層
、
砂

岩. 

礫
岩
ょ
り
な
り
、N

60W
,

1ON
E

の
走
向
傾
斜
を
示
し 

て
い
る
。
板
鼻
層
中
に
は
各 

地
で
ス
ラ
ン
プ
構
造
が
知
ら 

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
も
の 

は
最
も
見
事
な
も
の
の|

つ 

で
あ
る
。
砂
泥
互
層
に
は
さ 

j

れ
た
厚
さ
約|

〇m

の
範 

囲
で
、
地
層
が
褶
曲
し
、
あ 

る
い
は
小
断
層
で
切
ら
れ
て 

い
る
。
そ
の
全
ぼ
ぅ
は
、
対 

岸
か
ら
観
察
で
き
る
。

参
考
文
献 

藤
本
治
義•

小
林
学.•

群
馬
県
碓
氷
川
及
び
鏑
川
流
域
の
第
三
紀
層

に
就
い
て
、
地
質
学
雑
誌
、
第
四
五
卷
、
二
〇
五1

ニ
ニ
六,

一
九

三
八
。

久
保
誠
二•

角
田
寛
子
：
群
馬
県
高
崎
市
西
方
に
分
布
す
る
板
鼻
層 

の
堆
積
サ
ィ
ク
ル
、
地
質
学
雑
誌
、
第
七
九
卷
、
六
八
七1

六
九
七
、
 

I

九
七
三
。

貝
化
石
産
地

所
在
地 

多
野
郡
吉
井
町
大
字
上
奥
平
字
大
平

管
理
‘者 

不
明

高
崎
市
か
ら
吉
井
町
に
か 

け
て
の
観
音
山I

帯
に
は
、
 

広
く
板
鼻
層(

中
新
統)

が 

分
布
し
て
知
り,

多
く
の
地 

点
で
化
石
を
産
出
す
る
こ
と 

が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
雁 

行
川
の
上
流
の
大
平
村
付
近 

に
は
、
比
較
的
接
近
し
た
範 

囲
で
、
三
層
序
の
化
石
産
出 

層
が
露
出
し
て
い
る
。

板
鼻
層
に
は
顕
著
な
堆
積 

サ
ィ
ク

71/
が
知
ら
れ
て
い
る 

が
、
こ
こ
で
は
、

|  

一I、  

I
.  

三
、
知
ょ
び-

四
サ
ィ
ク
ル 

の
上
に
あ
た
る
含
礫
砂
岩
や 

礫
岩
に
化
石
が
含
ま
れ
て
い 

る
〇

大規模なスランプ構造

密集した貝化石



大
平
付
近
で
雁
行
川
は
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
南
西
に
伸
び
る
沢
の
、
分 

岐
点
か
ら
二
〇
〇m

程
吳
に
、
淡
緑
色
〜
灰
色
の
厚
さ
数
十g

の
細
礫
岩
が
あ
る
。
 

こ
れ
は

|  

ニ
サ
イ
ク
ル
の
最
上
位
に
あ
た
り
、
多
量
の
貝
化
石
を
含
ん
で
い
る
。
 

ま
た
、
分
岐
点
か
ら
西
へ
伸
び
る
沢
で
は
、
三
〇m

程
上
流
に
進
ん
だ
所
の
含
礫 

砂
岩
層
中
に
、
厚
さ
約l
m

の
層
状
に
貝
化
石
が
密
集
し
て
い
る
。

こ
の
化
石
層 

は
こ
の
付
近 |

帯
に
広
く
追
跡
で
き
る
。

一  

四
サ
イ
ク
ル
の
上
部
に
あ
た
っ
て
い 

る
。
大
平
の 

一

軒
屋
の
南
の
崖
に
は
こ
の
化
石
層
の
連
続
が
観
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
 

河
床
付
近
の
含
礫
砂
岩
層
に
も
、
小
量
の
貝
化
石
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は|

三 

サ
イ
ク
ル
の
上
部
に
あ
た
る
。
久

保•

角

田
(

一
九
七
三)

は
、

ー
ニ
サ
イ
ク
ル 

か
ら
二
六
種
、|

三
サ
イ
ク
ル
か
ら
二
九
種
、|

四
サ
イ
ク
ル
か
ら
二|

種
の
貝 

化
石
を
報
告
し
て
い
る
力Q

l
y
c
y
m

 e
r
i
s

 

。
H-g
g
^

口 en
s
i
s
.

 

：F
e
l
a
n
i
o
l
l
a

 

u
s
t
a
,

 

L
a
e

 v
i

 c
a
l
d
i
u
m

 

s
h
i
o

 
び ar

 e
n
s
e

 

な
ど
が
顕
著
で
あ
る
。
 

参
考
文
献 

藤
本
治
義.

小
林
学
：
群
馬
県
碓
氷
川
及
び
鏑
川
流
域
の
第
三
紀
層 

に
就
い
て
、
地
質
学
雑
誌
、
第
四
五
卷
、
二
〇
五1

ニ
ニ
六
、

一
九 

三
八
、

星
野
通
平
：
板
鼻
層
の
貝
化
石
群
集
に
つ
い
て
、
藤
本
教
授
還
暦
論 

文
集
、
ニ
ニ
〇1

ニ
ニ
三
、I

九
五
八
。

久
保
誠
二•

角
田
寛
子
：
群
馬
県
高
崎
市
西
方
に
分
布
す
る
板
鼻
層 

の
堆
積
サ
イ
ク
ル
、
地
質
学
雑
誌
、
第
七
九
卷
、
六
八
七1

六
九
七, 

I

九
七
三
。

ピ

ソ

ラ

イ

ト(

豆
石)

所
在
地 

富
岡
市
上
黒
岩

所
有
者 

不
明

黒
岩
小
学
校
の
前
を
流
れ
る
星
川
の
右
岸
、
大
日
公
園
に
通
ず
る
橋
の
下
、
お 

ょ
び
そ
の
上
流
二
五m

の
河
岸
に
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
は
砂
岩.

凝
灰
岩•

シ 

ル

卜
岩
が
小
規
模
に
露
出 

し
て
い
る
。
層
序
に
つ 

い
て
は
明
ら
か
で
な
い 

が
、
吉
井
層
下
部
に
相 

当
す
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
 

走

向•

傾
斜
はN

60
V/
、
 

以N
 E

で
あ
る
。
ピ
ソ 

ラ
ィ
ト
は
厚
さ
八
〇G  

の
暗
灰
色
の
堅
い
シ
ル 

卜
岩
の
表
面
に
発
達
し 

て
い
る
。

|

般
に
長
径 

八

〜

I  O
B

,

短
径
六 

S
A
 «

の
回
転
だ
円
形 

状
の
も
の
が
多
く
長
径 

は
ほ
ぼ
一
定
の
方
向
に 

並
ん
で
い
る
。
ピ
ソ
ラ 

ィ
ト
は
暗
い
黄
土
色
で
、
 

下
半
分
は
シ
ル
ト
岩
中

に
ぅ
ず
も
れ
て
知
り
、
上
半
分
は
ほ
ぼ
同
じ
色
の
厚
さ

I  g

の
粘
土
岩
に
於
知
わ 

れ
て
い
る
。
ピ
ソ
ラ
ィ
ト
自
体
も
粘
土
岩
質
で
、
断
面
に
は
ま
れ
に
同
心
円
構
造 

が
観
察
さ
れ
る
。
ピ
ソ
ラ
ィ
ト
は
、
か
っ
て
は
河
床
に
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い 

た
が
、
河
川
改
修
の
た
め
、
大
部
分
は
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

亜

炭

層

所
在
地 

高
崎
市
寺
尾
町

所
有
者 

不
明

鶴
辺
団
地
の
南
側
の
沢
で
あ
る
。

こ
の
沢
は
入
口
か
ら
西
へ
三
〇
〇m

程
の
箇

シルト岩表面に見られるピソライト



所
で
二
つ
に
分
か
れ
る
。
北 

側
の
沢
が
分
岐
点
か
ら

I  

〇 

〇m

の
所
で
大
き
く
わ
ん
曲 

す
る
が
、
こ
の
付
近
の
が
け 

に
露
頭
が
あ
る
。

板
鼻
層
上
部
に
は
さ
ま
れ 

て
い
る
亜
炭
層
は
、
戦
中
か 

ら
戦
後
に
か
は
て
は
、
盛
ん 

に
採
掘
さ
れ
て
い
た
が' 

現 

在
で
は
す
ベ
て
廃
坑
に
な
っ 

て
い
る
。
か
つ
て
採
掘
し
て 

い
た
亜
炭
層
の
露
頭
は
現
在 

で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
 

こ
の
地
点
の
亜
炭
層
は
採
掘 

し
て
い
た
も
の
ょ
り
上
位
と 

思
わ
れ
る
。
亜
炭
層
は
れ
き 

岩
に
は
さ
ま
れ
た
厚
さ
数m 

の
淡
灰
色
の
シ 

ル
ト
岩
の
、

中
央
ょ
り
や
や
上
位
に
あ
り
、
厚
さ
約
二
五g

で
あ
る
。
走
向
傾
斜
はN

30ŵ

、

20N

を
示
す
。
な
お
シ
ル
ト
岩
中
に
は
炭
質
物
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
亜
炭
層
は
、
か
つ
て
は
が
け
い
っ
ぱ
い
に
伸
び
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る 

が
、
現
在
で
は
土
砂
に
ぅ
ず
も
れ
て
、
数m

が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

参
考
文
献 

佐
々
木
実
：
群
馬
県
高
崎
亜
炭
田
炭
質
調
査
報
告
、
地
調
月
報,

第 

九
卷
六
号
、
五|

1

五
七
。

泥
流

、
お
よ
び
軽
石
流
堆
積
物

所
在
地 

高
崎
市
佐
野
町(

烏
川
河
畔)

所

有

者

不

明

烏
川
に
か
か
る
上
信
電
鉄
鉄
橋
の
下
流
二
〇
〇m

付
近
の
が
け
は
、
下
か
ら
上 

へ
泥
流
堆
積
物
、
湿
地
帯
堆
積
物
、
お
ょ
び
軽
石
流
堆
積
物
が
重
な
り
、
高
崎
市 

の
地
史
を
知
る
上
で
重
要
な
露
頭
で
あ
る
。

泥
流
堆
積
物
は
前
橋
市
か
ら
高
崎
市
に
か
け
て
広
く
分
布
す
る
も
の
の|

部
で' 

今
か
ら
二
四
、
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
、
浅
間
火
山
か
ら
吾
妻
川
を
へ
て
流
れ
下
つ 

た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
黄
褐
色
の
火
山
灰
質
の
基
質
中
に
、
 

数
挪
〜
十
数g

の
安
山
岩
角
礫
が
混
入
し
て
い
る
。
 

-

泥
流
堆
積
物
上
に
は
、
厚 

さ

|  
•

五m

程
の
火
山
灰
質 

層
が
重
な
る
。
部
分
に
ょ
つ 

て
葉
理
が
発
達
し
、
ま
た
、
 

泥
炭
層
や
軽
石
層
を
は
さ
む 

こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
泥
流 

が
流
下
し
た
後
、
そ
の
表
面 

を
中
心
に
形
成
し
た
湿
地
帯 

の
堆
積
物
で
あ
り
、
は
さ
ま 

れ
て
い
る
軽
石
層
は
上
部
ロ 

1

ム
層
中
のB
p

、Y
P

に 

対
比
さ
れ
る
。

軽
石
流
堆
積
物
は
、
高
崎 

市
の
並
復
町
か
ら
下
佐
野
町 

に
か
け
て
を
中
心
に
、
市
の 

西
部
に
分
布
し
て
知
り
、
洪 

積
世
末
の
も
の
で
あ
る
。
供 

給
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
分

亜炭層の露頭

泥流、知よび軽石流堆積物の露頭



布
、
知
ょ
び
鉱
物
組
成
か
ら
、
浅
間
火
山
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い 

る
。•
多
量
の
白
色
軽
石
を
含
み
、
特
に
下
部
は
河
床
礫
を
巻
込
ん
で
い
る
。

参
考
文
献 

新
井
房
夫.•

関
東
盆
地
北
西
部
地
域
の
第
四
紀
編
年
、
第I

〇
卷
、
 

1
1

七
九
、I

九
六
二
。

地
質
時
代
の
暗
礁

所
在
地 

富
岡
市
大
島

管
理
者 

不

明(

河
川
敷)

大
島
の
真
下
の 

鏑
川
右
岸
に
は
、
 

幅
約
五
〇
讯
、
高 

さ
最
大
約
三m

の 

不
規
則
な
形
で
、
 

激
し
く
風
化
し
た 

石
英
斑
岩
が
分
布 

し
て
い
て
、

I

部 

は
河
中
に
突
出
し 

て
い
る
。
同
様
の 

岩
石
は
対
岸
の
河 

原
に
も
見
ら
れ
る
。
 

こ
の
岩
体
に
は
、
 

神
戸
砂
泥
互
層
に 

属
す
る
泥
岩
や
砂 

岩
が
ア
バ
ッ
ト
し 

て
お
り
、

こ
の
中 

か
ら
と
き
に
海
生

貝
化
石
が
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
石
英
斑
岩
岩
体
は
、
神
戸
砂
泥
互
層
堆W

時
(

下 

部
中
新
世)

に
は
暗
礁
と
し
て
海
底
に
あ
っ
た
が
、
海
底
の
沈
降
と
と
も
に
次
第 

に
土
砂
に
埋
も
れ
て
い
き
、
そ
の
後
の
地
か
く
変
動
で
地
表
に
姿
を
現
わ
し
た
も 

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
古
蛇
崩
礁
と
呼
ば
れ
て
知
り
、
地
質
時
代
の
暗
礁
と
し
て
め 

ず
ら
し
い
。

参
考
文
献 

神
沢
ほ
か
：
下
仁
田
構
造
帯
11
、
群
大
紀
要
自
然
、I

七
卷
、
七
丨 

I

九
、I

九
六
八
。

星
野
通
平.•

古
蛇
崩
礁
、
趣
味
の
地
学
、
第
五
卷
、

三
一
四1

三

I  

八
、

I

九
五
二
。

面
な
し
断
層
と
地

層
の
わ
ん
曲

所
在
地 

富
岡
市

野
上

所
有
者 

不
明

鏑
川
の
支
流
野
上
川
の
、
 

長
福
寺
橋
の
真
下
か
ら
、
そ 

の
上
流
六
〇m

を
北
西1

南 

東
に
走
る
長
福
寺
断
層
の
間 

に
見
ら
れ
る
。

こ
の
間
に
は 

平
行
葉
理
の
発
達
し
た
厚
い 

粗
粒
砂
岩
が
分
布
し
て
い
る
。
 

面
な
し
断
層
は
こ
の
砂
岩
中 

に
発
達
し
て
い
る
。
川
に
向 

い
た
崖
で
は
、N
g
 w

、

80° 

N

方
向
の
断
層
が
卓
越
し
て

断層によってわん曲した地層



扣
り
、
断
層
面
は
灰
色
物
質
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
固
着
し
て
い
る
。
断
層
と
断
層 

と

の

間

か

く

は

数

十
-
m

数

十g

で
あ
る
。
特
に
顕
著
な
こ
と
は
、
断
罾
面 

に
近
い
部
分
の
葉
理
が
断
層
運
動
に
よ
っ
て
わ
ん
曲
し
て
い
て
、
遠
望
す
る
と
瓦 

を
積
重
ね
た
よ
ぅ
な
外
観
を
呈
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
、
せ
ま
い®

囲 

で
、
断
層
に
よ
る
わ
ん
曲
が
多
数
観
察
さ
れ
る
の
は
め
ず
ら
し
い
。
 

参
考
文
献
神
沢
ほ
か
：
下
仁
田
構
造
帯
11
、
群
大
紀
要
自
然
、|

七
卷
、
七1

I
九
、I
九
六
八
。

(

久
保
誠
二)
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